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第 1章 対象事業の内容 

1.1 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

  名 称 野村不動産株式会社 
  代表者 代表取締役社長 松尾 大作 
  所在地 東京都新宿区西新宿 1丁目 26番 2号 

 
1.2 対象事業の名称、種類及び規模 

  対象事業の名称：（仮称）相模大野 4丁目計画 

  対象事業の種類：高層建築物の建設 

  対象事業の規模：高さ 約 153ｍ（建築基準法上の高さ：約 146ｍ） 

         延べ面積 約 85,000m2（建築基準法上の延べ面積） 

  【参考】対象事業の規模要件 

事業の種類 
規模、実施される地域等 

Ａ地域 Ｂ地域 Ｃ地域 

高層建築物の建設 

高さ 60ｍ以上かつ 

延べ面積 

3 万 m2以上 

高さ 75ｍ以上かつ 

延べ面積 

3.75 万 m2以上 

高さ 100ｍ以上かつ 

延べ面積 

5 万 m2以上 

  出典：相模原市環境影響評価条例施行規則別表第 1 

 
1.3 対象事業実施区域 

  相模原市南区相模大野 4丁目 4009番 45（地番）（図 1.3-1及び写真 1.3-1参照） 

  （伊勢丹相模原店跡地） 
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1.4 対象事業の目的及び内容 

1.4.1 事業の目的 

本事業は、神奈川県相模原市南区相模大野 4丁目にある伊勢丹相模原店跡地において複合

施設（地下 1 階地上 41階建ての高層棟（商業・地域貢献施設※・共同住宅）、地下 3 階地上

2階建ての低層棟（商業・地域貢献施設）を建設するものである。 

対象事業実施区域は、相模原市南区の東部に位置し、対象事業実施区域の南東側は県道

51号町田厚木線、北東側は相模大野立体駐車場、北西側は相模女子大学グリーンホール（相

模原市文化会館）、相模原南メディカルセンター、相模大野図書館、南西側は UR都市機構ロ

ビーシティ相模大野五番街に面している。現状は、相模大野駅から相模女子大学グリーンホ

ール等への歩行者経路は迂回する経路で利便性が悪い状況であり、大野南地区まちづくり会

議においても「コリドーからグリーンホール等へ続く動線の確保のため、デッキ等を先行整

備し、市民生活への影響を最小限に抑える」ことが課題としてあり、また、前事業者への相

模原市からの伊勢丹相模原店閉店後の相模原市商業地形成事業継続に係る要望では、「まち

のにぎわいや風格、雰囲気を損なわない商業・サービス業等を中心とした施設の設置」、「2

階レベルはペデストリアンデッキによる季節の橋から文化施設に抜ける直線的な公共歩廊

を確保」、「公共歩廊を屋外に設置する場合は、多様な目的の人の通路とするとともに、周辺

の文化施設、公園を回遊する人が集い、賑わいを創出する空間として活用」の意見を頂いた。 

そこで、本事業では、現状の県道 51 号町田厚木線の既設ペデストリアンデッキから新た

に設ける公共歩廊デッキをとおり、既設の相模女子大学グリーンホール歩行者専用デッキを

連結し、相模女子大学グリーンホール等の利用者及び地域の利便性向上にも寄与できる事業、

また、商業・地域貢献施設を設置することによる賑わいのある空間を創出する事業として計

画した。 

 

※地域貢献施設：保育所などを想定しているが、今後の行政協議等により変更する可能性がある。 
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1.4.2 事業の内容 

(1) 事業の概要 

対象事業の内容は、表 1.4-1に示すとおりである。 

主要用途は商業・地域貢献施設及び共同住宅であり、高層棟の高さは約 153ｍを計画し

ている。高層棟の地下 1 階は共同住宅共用部、地上 1 階は商業・地域貢献施設、駐輪場、

地上 2 階は商業・地域貢献施設、地上 3 階以上は共同住宅である。低層棟の地下 1～3 階

及び地上 1階は駐車場、地上 2階は商業・地域貢献施設である。 

工事予定期間は令和 5年（2023年）3月～令和 8年（2026 年）1月を予定しており、供

用開始予定時期は令和 8年（2026年）2月を予定している。 

 

表 1.4-1 事業の概要 

項 目 内 容 

対象事業実施区域 相模原市南区相模大野 4 丁目 4009 番 45（地番）（伊勢丹相模原店跡地） 

用途地域 商業地域 

主要用途 高層棟（商業・地域貢献施設・共同住宅）、低層棟（商業・地域貢献施設） 

敷地面積 約 10,187 m2 

延床面積 約 85,000 m2 

階数 高層棟：地下 1 階、地上 41 階、低層棟：地下 3 階、地上 2 階 

建物高さ 高層棟：約 153ｍ、低層棟：約 15ｍ 

工事予定期間 令和 5 年（2023 年）3 月～令和 8 年（2026 年）1 月（35 ヶ月） 

供用開始予定時期 令和 8 年（2026 年）2 月 

 

(2) 対象事業の内容 

 1)土地利用計画 

土地利用計画は、表 1.4-2 及び図 1.4-1 に示すとおりであり、施設建築物が約 3,850m2

（約 38％）、駐車場・駐輪場・車路等が約 2,086m2（約 20％）、公共歩廊デッキが約 3,220m2

（約 32％）、緑地が約 1,031m2（約 10％）に区分される。 

 

表 1.4-2 土地利用計画 

土地利用区分 面積（m2） 構成比（％） 備考 

施設建築物 約 3,850 約 38％  

駐車場・駐輪場・車路等 約 2,086 約 20％ 歩行通路を含む 

公共歩廊デッキ 約 3,220 約 32％  

緑地 約 1,031 約 10％  

合計 約 10,187 100％  
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 2)施設計画 

  ア 建築物の概要 

施設建築物の計画概要は、表 1.4-3に示すとおりである。 

また、平面図は図 1.4-2 に、断面図は図 1.4-3 に、立面図は図 1.4-4 に示すとおり

である。 

本事業では図 1.4-3のとおり、地下部の既存建物躯体を残し、活用する計画である。 

 

表 1.4-3 施設建築物の計画概要 

区分 内容 備考 

敷地面積 約 10,187 m2 容積率 500％ 

延床面積 約 85,000 m2  

階数 
高層棟：地上 41 階・地下 1 階 

低層棟：地上 2 階・地下 3 階 
 

建物高さ 高層棟約 153ｍ、低層棟約 15ｍ  

注 1：共同住宅の共用廊下等は容積率不算入措置により緩和対象となっている。 

注 2：「相模原市一団地認定・連担建築物設計制度基準」による認定を受けている（令和 4 年 2 月）。 
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図 1.4-3 断面図 
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図 1.4-4 立面図 
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 3)緑化計画 

緑化計画及び主な植栽予定樹種を表 1.4-4及び表 1.4-5に示す。また、緑化計画図を図

1.4-5に示す。 

対象事業では、「相模原市開発事業基準条例」（平成 17 年相模原市条例第 59 号）第 31

条（緑化施設）に基づく緑化施設を設ける計画であり、予定建築物等の敷地面積の約 10％

以上（商業地域）の緑化施設を整備する計画である。 

緑被面積は 1 階、2階の合計で約 3,169m2を計画しており、緑被率は約 31.1％となる。 

また、植栽土壌は客土を用いる計画である。大径木の植栽桝の大きさは 2ｍ×2ｍ、土

壌厚（躯体面から土壌表面まで）は約 1.05ｍを計画している。 

 

表 1.4-4 緑化計画 

区分 面積等 

敷地面積 約 10,187m2 

緑化施設面積 約 1,031m2 

緑化施設率（敷地面積に占める緑化施設面積の割合） 約 10.1％ 

緑被面積 

1 階 約 1,847m2 

2 階 約 1,322m2 

合計 約 3,169m2 

緑被率（敷地面積に占める緑被面積の割合） 約 31.1％ 

 

表 1.4-5 主な植栽予定樹種 

区分 主要植栽予定樹種 樹高 

大径木 
常緑 ウラジロガシ、シラカシ、モチノキ、クスノキ 5.0ｍ以上 
落葉 ケヤキ、カツラ、ソメイヨシノ、ヤマザクラ 5.0ｍ以上 

高木 
常緑 

クロガネモチ、シラカシ、スダジイ、タブノキ、モチノキ、 
ヤマモモ 

3.0～5.0ｍ 

落葉 イロハモミジ、サルスベリ 3.0～5.0ｍ 

中木 
常緑 

オウゴンモチ、クロガネモチ、シラカシ、ユズリハ、 
ソヨゴ、キンモクセイ、カラタネオガタマ、 
ヒメユズリハ、ナンテン、セイヨウシャクナゲ 

1.5～3.0ｍ 

落葉 
イロハモミジ、エゴノキ、サルスベリ、ヒメシャラ、 
ヤマボウシ、コブシ、ムクゲ、ハナミズキ、ミツバツツジ 

1.5～3.0ｍ 

低木地被混植 A 

ヒラドツツジ、サツキツツジ、アベリア、 
シモツケゴールドフレーム、ユキヤナギ、ガクアジサイ、 
フイリヤツデ、フイリヤブコウジ、アベリアコンフェッティ、 
オタフクナンテン、ラベンダー 

0.0～0.4ｍ 

低木地被混植 B 
オオムラサキツツジ、ギンマサキ、アカバナシャリンバイ、 
クチナシ、コデマリ、ブルーパシフィック、 
フイリノシラン、フイリヤブコウジ 

0.0～0.4ｍ 

低木地被混植 C 
アセビ、アオキ、ヤマブキ、キチジョウソウ、フイリツワブキ、 
フイリヤブコウジ、リュウノヒゲ、ヤブラン、シャガ 

0.0～0.4ｍ 

生垣 カナメモチ生垣 1.8ｍ 
高垣 アラカシ高垣 3.0ｍ 
芝 コウライシバ － 
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 4)交通動線計画 

ア 自動車動線 

供用時は、共同住宅居住者、商業施設利用者、商業施設荷捌き車等の車両（以下、

「施設関連車両」という。）が走行する予定である。 

施設関連車両の主な走行ルートは、図 1.4-6に示すとおり、県道 51号町田厚木線及

び周辺の市道を走行する計画である。 

 

イ 歩行者動線 

歩行者動線は、図 1.4-7 に示すとおり、共同住宅居住者、商業施設利用者は、県道

51号町田厚木線の歩道及び相模大野駅方面からの利用者は既存ペデストリアンデッキ

を利用し、2階部の公共歩廊デッキを利用する計画である。 

また、相模大野駅から相模女子大学グリーンホール等を利用する歩行者に対しても

既存ペデストリアンデッキ、2 階部の公共歩廊デッキ、既設の相模女子大学グリーン

ホール歩行者専用デッキを連結する計画であり、利便性が向上される。 
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5)供給施設計画 

ア 給水計画 

給水は、神奈川県企業庁から供給を受ける計画である。 

 

イ 電気・ガス供給計画 

電気は、東京電力パワーグリッド株式会社から供給を受ける計画である。ガスは、

東京ガス株式会社から供給を受ける計画である。 

 

6)排水計画 

対象事業実施区域からの排水は、汚水と雨水を別々の系統に分流式で排水する計画であ

る。汚水は公共下水道（汚水）へ放流する計画である。雨水は対象事業実施区域内に雨水

流出抑制施設を設け、一時貯留後、許容放流量以下に調整し、公共下水道（雨水）に放流

する計画である。 

 

7)照明計画 

照明計画については、敷地内の誘導照明、各種店舗サイン等、歩行者通路への照明、駐

車場照明等を計画している。また、周辺地域への光害に配慮して、敷地外への不必要な照

射は行わない計画である。 

 

8)廃棄物処理計画 

施設建築物から発生する一般廃棄物（事業所関係の可燃ごみ、紙類等の事業系一般廃棄

物）は、相模原市の許可を受けた収集運搬業者及び処分業者等に委託し、適切に処理する

計画である。また、産業廃棄物（飲食店の廃油等）は、「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」に基づき、処理の許可を受けた収集運搬業者及び処分業者等に委託し、適切に処理

する計画である。 

また、共同住宅における廃棄物処理は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づ

き、相模原市により分別収集が行われる予定である。 

 

9)熱源計画 

冷暖房は電気（専用部床暖房は都市ガス）による熱源方式とし、給湯は都市ガス・電気

による個別方式とする計画である。なお、大気汚染防止法等に基づくばい煙発生施設は設

置しない計画である。 
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(3) 施工計画 

1)工事概要 

本事業では、表 1.4-6に示すとおり、準備工事、解体工事、仮設工事、杭工事、地下躯

体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事を実施する。 

 

表 1.4-6 工事概要 

工種 工事概要 

準備工事 

対象事業実施区域の外周に仮囲いを行った後、仮設事務所、仮設足場、仮設電

源等々の設置を行う。出入口にはゲートを設置し交通誘導員により交通事故の

防止を図る。 

解体工事 既存建屋の不要となる躯体部分の解体工事を行う。 

仮設工事 

杭工事、地下躯体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事に伴う仮設工事 

（構台、山留、足場、タワークレーン、工事用エレベータ、仮設給排水、仮設

電気等） 

杭工事 杭工事を行う。 

地下躯体工事 
移動式クレーン、タワークレーンを用いて鉄筋、型枠等の資材揚重を行い、コ

ンクリートポンプ車にてコンクリート打設を行う。 

地上躯体工事 タワークレーン等を使用し鉄骨の建方、床版の荷揚げを行う。 

仕上げ工事 

クレーン等により外装材を揚重し、外部足場等から外壁等の取付工事を行う。 

建物内部の内装工事を行う。また、給排水設備、空調設備、電気設備等の設備

工事を行う。 

外構工事 建物周囲の駐車場・歩道・給排水配管、緑地の植栽等の工事を行う。 

 

2)工事工程 

工事工程は表 1.4-7に示すとおりであり、工期は約 35ヶ月間を予定している。 

主要建設機械の最大稼働月は工事着手後 7 ヶ月目（令和 5 年 9 月）で、合計台数は約

575 台/月である。 
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表 1.4-7(1) 工事工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.1～1.6㎥ 150 150 150 150 150 150 150 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 20～100ｔ 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

発電機 125ｋVA 50 50 50 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全旋回掘削機 20型～30型 75 75 75 75 75 75 75 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

杭施工機 80ｔ 0 0 0 25 25 25 25 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾎﾞﾛﾝ杭打機 25ｔﾗﾌﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 80～120ｔ 100 100 100 100 100 100 100 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ 350t～480ｔ 0 0 0 0 0 0 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 75 75 75 75

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 4～10ｔ 10 10 10 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 2～4.5㎥ 25 50 50 50 50 50 50 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ 3～8ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 10ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 4.5ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

460 485 485 525 525 525 575 200 200 200 200 275 200 200 200 200 225 225 225 225

1日台数(台/日) 20 50 50 55 55 55 55 35 70 70 70 70 40 40 40 40 60 60 60 80

月間合計(台/月) 500 1,250 1,250 1,375 1,375 1,375 1,375 875 1,750 1,750 1,750 1,750 1,000 1,000 1,000 1,000 1,500 1,500 1,500 2,000

1日台数(台/日) 30 25 25 35 35 35 35 40 40 40 40 40 40 40 50 50 50 50 60 60

月間合計(台/月) 750 625 625 875 875 875 875 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,250 1,250 1,250 1,250 1,500 1,500

1日台数(台/日) 50 75 75 90 90 90 90 75 110 110 110 110 80 80 90 90 110 110 120 140

月間合計(台/月) 1,250 1,875 1,875 2,250 2,250 2,250 2,250 1,875 2,750 2,750 2,750 2,750 2,000 2,000 2,250 2,250 2,750 2,750 3,000 3,500
合計

工事着工後月数

年月
令和5（2023）年 令和6（2024）年

外構工事

改修工事(低層棟)

諸検査他

主
要
建
設
機
械

合計(台/月)

工
事
車
両

搬出入車両

通勤車両

工
事
工
種

準備工事

解体工事

仮設工事

杭工事

地下躯体工事

地上躯体工事

仕上げ工事
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表 1.4-7(2) 工事工程表 

 

 

  

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

令和8年

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.1～1.6㎥ 50 50 50 50 50 50 50 50 200 200 200 100 50 0 0

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 20～100ｔ 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 0 0

発電機 125ｋVA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全旋回掘削機 20型～30型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

杭施工機 80ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾎﾞﾛﾝ杭打機 25ｔﾗﾌﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 80～120ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ 350t～480ｔ 75 75 75 75 75 75 75 75 50 50 50 0 0 0 0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 4～10ｔ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 0 0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 2～4.5㎥ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 0 0

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ 3～8ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 10ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 4.5ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

225 225 225 225 225 225 225 225 350 350 350 275 225 0 0

1日台数(台/日) 80 100 105 105 105 105 105 105 105 105 60 60 60 10 10

月間合計(台/月) 2,000 2,500 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 1,500 1,500 1,500 250 250

1日台数(台/日) 60 70 70 70 70 80 80 80 70 70 70 70 70 20 20

月間合計(台/月) 1,500 1,750 1,750 1,750 1,750 2,000 2,000 2,000 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 500 500

1日台数(台/日) 140 170 175 175 175 185 185 185 175 175 130 130 130 30 30

月間合計(台/月) 3,500 4,250 4,375 4,375 4,375 4,625 4,625 4,625 4,375 4,375 3,250 3,250 3,250 750 750
合計

工事着工後月数

年月
令和6（2024）年 令和7（2025）年

外構工事

改修工事(低層棟)

諸検査他

主
要
建
設
機
械

合計(台/月)

工
事
車
両

搬出入車両

通勤車両

工
事
工
種

準備工事

解体工事

仮設工事

杭工事

地下躯体工事

地上躯体工事

仕上げ工事
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3)仮設計画 

敷地外周の南東側（県道 51 号側）及び南西側（UR 側）には高さ 3ｍの防音パネルを設

置する計画である。また、敷地外周の北東側（立体駐車場側）、北西側（グリーンホール

側）には、高さ 1.8ｍの防音シートを設置する計画である。 

仮設計画は図 1.4-8 に示すとおりであり、工事用ゲートは県道 51 号沿いに 3 箇所設置

する。 

 

4)工事中排水 

工事中の雨水排水は、沈砂槽を設け、上澄みのきれいな水を公共下水道（雨水）に放流

する計画であり、適正な排水の維持に努める。なお、汚水排水についても基準を遵守して

公共下水道（汚水）に排水し、適正な排水の維持に努める。 

 

5)工事用車両走行ルート 

工事用車両の出入口及び走行ルートは図 1.4-9に示すとおりである。 

工事用車両の計画ピーク日台数を、表 1.4-8に示す。工事用車両のピーク日台数は、工

事開始後 26～28 ヶ月目（令和 7 年 4～6 月）の 185 台/日・片道（搬出入車両（大型車）

105 台/日、通勤用車両（小型車）80台/日）である。 

 

表 1.4-8 工事用車両の計画ピーク日台数（片道台数） 

工事着工後 工事着手後 26～28 ヶ月目 

搬出入車両（大型車） 105 台/日 

通勤用車両（小型車） 80 台/日 

合 計 185 台/日 

 

6)工事時間帯 

工事時間は、原則として日曜日を除く、月曜日から土曜日の午前 8時から午後 6時まで

の時間帯に行う計画であり、前後 1時間程度は作業のための準備、片付け等を行う。 

なお、コンクリート打設工事及び躯体工事など工事管理上の理由で中断することができ

ない工事や内装工事など著しい騒音及び振動が発生しない工事については、時間を延長し

て実施する場合がある。 
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7)杭の本数等 

本事業による杭の本数は約 59 本、間隔は、概ね約 9ｍ、深さは約 GL より約 24ｍ（約

T.P.66ｍ）、杭の長さ約 15ｍを計画している。 

杭は図 1.4-10に示すとおり、相模野礫層・礫質土層まで打設する計画である。 

また、杭の位置は図 1.4-11 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4-10 本事業における杭の深さ及び杭打設の地層  
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8)工事中の安全対策及び環境保全対策 

工事に係る安全対策及び環境保全対策として、次の事項を実施する計画である。 

 

ア 安全対策 

・工事実施に先立ち、指揮･命令系統を記載した現場体制表を作成し、責任体制を明

確にし、外部からの問い合わせにも適切かつ迅速に対応できるようにする。 

・対象事業実施区域周辺の小中学校の登校時間帯を考慮し、工事用車両の出入りの

時間調整に努める。 

・工事用車両出入口に交通誘導員を配置し、歩行者の安全確保と交通渋滞等の発生

防止に努める。 

・工事用車両の運転者に対し、適宜安全運転教育を実施し、交通法規を遵守するこ

とはもとより交通安全施設が十分でない箇所などでは特に徐行運転に心がけるこ

とや横断歩道前では歩行者等の確認を十分に行うなどの安全運転を徹底し、歩行

者及び自転車、一般車両の安全を確保する。 

・工事用車両の運行管理を適切に実施し、対象事業実施区域周辺における待機車両

の発生防止を徹底する。 

 

イ 環境保全対策 

・粉じん等の発生及び拡散が生じないようにするため、対象事業実施区域内や周辺

道路の散水及び清掃を適切に実施する。 

・建設機械については、可能な限り排出ガス対策型・低騒音型・低振動型を使用す

る。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・工事用車両については、可能な限り最新の排出ガス規制適合車を使用する。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 

・建設機械の運転者に対しては、適宜運転教育を実施し、待機中のアイドリングス

トップ、負荷の少ない運転を徹底する。 

・工事用車両の運転者に対しては、適宜運転教育を実施し、待機中のアイドリング

ストップ、加減速の少ない運転を行うこと等のエコドライブを徹底する。 

・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止する

ことにより、大気汚染物質排出量、騒音、振動の増加を抑制する。 

・定期的な工事用車両の整備及び点検を実施し、車両の不具合等による大気汚染物

質排出量、騒音、振動の増加を抑制する。 

・可能な限り低騒音・低振動の施工方法を選定し、騒音・振動の低減に努める。 

・舗装工事及び防水工事等は、材料及び施工方法を検討し、悪臭の発生抑制に努め

る。 
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ウ 廃棄物等処理計画 

・産業廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守して、産業廃棄物

処理業の許可を得た処理業者へ委託し、適正な処理を行う。 

・産業廃棄物は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、「建設副産

物適正処理推進要綱（国土交通省）」等に基づき資源化の促進を図る。 

・建設発生土は、「神奈川県土砂の適正処理に関する条例」、「資源の有効な利用

の促進に関する法律」、「建設副産物適正処理推進要綱（国土交通省）」等に基

づき資材の有効な利用の促進を図るとともに、適正な処理を行う。 
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(4) 環境配慮計画 

1)省エネルギーへの取り組み 

①断熱性の高い壁等を採用し、空調負荷の低減を図る。 

②LED照明など、高効率の照明機器を採用する。 

③耐用年数が高い構造等とする。 

 
2)緑化 

①可能な限りの緑化地・緑化空間を創出する。 

②植栽にあたっては、日照条件等に応じた樹種を選定するほか、常緑樹に加え花や紅葉

等が美しい樹木など季節が感じられる樹種を選定する。 

③高木、中木、低木、地被類を適切に組み合わせるなど、多様な緑の創出を図る。 

④緑化空間については、計画的な維持管理を実施し、樹木等の良好な育成を図る。 

 

3)廃棄物の減量、リサイクル 

①各テナントへの廃棄物発生量の抑制や分別の徹底を呼びかける。 

②分別収集、減量化、資源ごみの再利用を前提とした施設整備を行う。（事業所等のご

みのリサイクルや分別回収に十分対応できるような保管スペースを確保など） 

 

4)施設からの騒音の抑制 

①空調設備等の低騒音型の設備の採用及び周囲への騒音防止のための配置計画とする。 

 
5)交通対策 

①車両出口への出庫灯や音声警告などの車両管制設備を設置する。 

②歩行者の安全を確保するため、歩道の整備による歩行者空間を創出する。 

③敷地内に滞留スペースを設け、周辺道路への車両待機、滞留の防止策を講じる。 

 
6)その他 

①免震構造を採用する。（建物内の安全性の確保） 

②非常用電源等を設置する。（災害時の対応） 
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第 2章 事後調査の概要 

2.1 事後調査の考え方 

事後調査とは、環境影響が予測されるとして調査・予測・評価を行った環境影響評価項目

に対して、予測・評価の不確実性を補い、環境保全のための措置等の適正な履行状況を確認

することを目的とし、対象事業実施区域及びその周辺の環境調査、施設の状況調査等を実施

するものである。 

事後調査は、環境影響評価において環境に及ぼす影響が比較的大きいと想定された環境影

響評価項目、並びに予測・評価において不確実性が大きい環境影響評価項目を対象とした。 
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2.2 事後調査項目の選定 

事後調査項目の選定及び非選定の理由は、表 2.2-1及び表 2.2-2に示すとおりである。 

 

表 2.2-1 事後調査項目の選定及び非選定の理由（工事中） 

事後調査項目 環境影響要因 
選定/ 

非選定 
選定及び非選定の理由 

大気質 

建設機械の稼働 ○ 

建設機械の稼働に伴う二酸化窒素濃度及び浮

遊粒子状物質濃度への影響を確認するため、事

後調査項目として選定する。 

工事用車両の走行 ○ 

工事用車両の走行に伴う二酸化窒素濃度及び

浮遊粒子状物質濃度への影響を確認するため、

事後調査項目として選定する。 

騒音・ 

超低周波音 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う騒音の影響を確認する

ため、事後調査項目として選定する。 

工事用車両の走行 ○ 
工事用車両の走行に伴う騒音の影響を確認す

るため、事後調査項目として選定する。 

振動 

建設機械の稼働 ○ 
建設機械の稼働に伴う振動の影響を確認する

ため、事後調査項目として選定する。 

工事用車両の走行 ○ 
工事用車両の走行に伴う振動の影響を確認す

るため、事後調査項目として選定する。 

廃棄物・発生土 工事の実施 ○ 

工事中に発生する産業廃棄物については、種

類ごとの発生量を把握し、再利用等が適切に実

施されているかを確認することから、事後調査

項目として選定する。 

交通混雑 工事用車両の走行 ○ 
工事用車両の走行に伴う交通混雑への影響を

確認するため、事後調査項目として選定する。 

交通安全 工事用車両の走行 ○ 
工事用車両の走行に伴う交通安全への影響を

確認するため、事後調査項目として選定する。 

ふれあい活動

の場 
工事用車両の走行 ○ 

工事中のコミュニティ施設利用者の安全につ

いては、安全運転の徹底等を確認することか

ら、事後調査項目として選定する。 

注：○は事後調査項目として選定したことを、×は事後調査項目として非選定としたことを示す。 
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表 2.2-2(1) 事後調査項目の選定及び非選定の理由（供用時） 

事後調査項目 環境影響要因 
選定/ 

非選定 
選定及び非選定の理由 

大気質 施設関連車両の走行 ○ 

施設関連車両の走行に伴う二酸化窒素濃度及

び浮遊粒子状物質濃度への影響を確認するた

め、事後調査項目として選定する。 

騒音・ 

超低周波音 

設備機器の稼働 ○ 
設備機器の稼働に伴う騒音の影響を確認する

ため、事後調査項目として選定する。 

施設関連車両の走行 ○ 
施設関連車両の走行に伴う騒音の影響を確認

するため、事後調査項目として選定する。 

振動 施設関連車両の走行 ○ 
施設関連車両の走行に伴う振動の影響を確認

するため、事後調査項目として選定する。 

風環境 建築物の存在 ○ 

高層建築物の存在による風環境への影響につ

いて、供用時の風環境の把握及び防風対策の効

果を確認するため、事後調査項目として選定す

る。 

植物 建築物の存在 ○ 

建築物の存在による周囲の公園の樹木への影

響を確認するため、事後調査項目として選定す

る。 

廃棄物 施設の供用 × 

供用時に発生する廃棄物については、一般廃

棄物については、適正に分別し、廃棄物保管場

所に集積した後、許可業者に収集を委託し、適

正に処理する。また、産業廃棄物については、

テナントの責任において適切な保管場所を設

け、適正に分別・集積した後、産業廃棄物処理

業の許可を受けている業者に委託し、収集・運

搬及び処分を行うことから、事後調査項目とし

て選定しない。 

温室効果ガス 施設の供用 ○ 

施設の供用に伴う温室効果ガスの排出量の程

度を把握するため、事後調査項目として選定す

る。 

日照阻害 建築物の存在 ○ 

計画建築物は、一団地認定の公告認定対象区

域内にあり、同区域内の既存建築物と合わせた

複合日影について規制を受け、今後、建築基準

法第 56 条の 2 に適合予定である。その適合状況

及び計画建築物による日影の範囲・日影となる

時刻について確認するため、事後調査項目とし

て選定する。 

光害 建築物の存在 ○ 

建築物の存在に伴う光害については、反射光

の影響を確認するため、事後調査項目として選

定する。 

注：○は事後調査項目として選定したことを、×は事後調査項目として非選定としたことを示す。 
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表 2.2-2(2) 事後調査項目の選定及び非選定の理由（供用時） 

事後調査項目 環境影響要因 
選定/ 

非選定 
選定及び非選定の理由 

電波障害 建築物の存在 ○ 
本事業による電波障害の発生の有無等を確認

するため、事後調査項目として選定する。 

地域分断 施設の存在 ○ 

本事業ではコミュニティ施設への利用経路が

改善されることから、その利用状況等を確認す

るため、事後調査項目として選定する。 

交通混雑 施設関連車両の走行 ○ 

施設関連車両の走行に伴う交通混雑への影響

を確認するため、事後調査項目として選定す

る。 

交通安全 施設関連車両の走行 ○ 

施設関連車両の走行に伴う交通安全への影響

を確認するため、事後調査項目として選定す

る。 

景観 建築物の存在 ○ 

新たに高層建築物が出現することによる景観

の変化の状況、圧迫感の状況の確認及びバード

ストライクの発生状況を確認するため、事後調

査項目として選定する。 

ふれあい活動

の場 

施設関連車両の走行

（コミュニティ施設

利用者の安全） 

○ 

コミュニティ施設利用者の安全については、

搬入・搬出車両の安全運転の徹底等を確認する

ことから、事後調査項目として選定する。 

ふれあい活動の場の

利用者に与える影響

の程度 

○ 

ふれあい活動の場の利用者に与える影響の程

度を確認することから、事後調査項目として選

定する。 

施設の存在（緑地の整

備） 
○ 

緑地の整備については、その整備状況、生育

状況を確認するため、事後調査項目として選定

する。 

注：○は事後調査項目として選定したことを、×は事後調査項目として非選定としたことを示す。 
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2.3 事後調査の内容 

選定した事後調査項目における事後調査の内容は、表 2.3-1及び表 2.3-2に示すとおりで

ある。 

表 2.3-1 事後調査の内容（工事中） 

事後調

査項目 
調査項目 調査地点 調査頻度 調査時期 調査方法 

大気質 

建設機械の稼働

に伴う二酸化窒

素濃度及び浮遊

粒子状物質濃度 

対象事業実施

区域敷地境界 

（最大地点 1地

点：公定法、敷

地境界各方向 4

地点：簡易測定

法） 

7 日間×1 季 建設機械の排

ガス量が多く

なる時期 

二酸化窒素：「二酸化窒素に

係る環境基準について」（昭

和53年環境庁告示第38号）

に定める方法（公定法）及び

簡易測定法（PTIO法） 

浮遊粒子状物質：「大気の

汚染に係る環境基準につ

いて」（昭和 48 年環境庁告

示第 25 号）に定める方法 

工事用車両の走

行に伴う二酸化

窒素濃度 

工事用車両の

走行ルート沿

道 6 地点、対

象事業実施区

域内 1 地点 

7 日間×1 季 工事用車両台

数が多くなる

時期 

沿道：簡易測定法（PTIO

法） 

対象事業実施区域内：公

定法、簡易測定法（PTIO

法） 

騒音・

超低周

波音 

建設機械の稼働

に伴う騒音レベ

ル 

対象事業実施

区域敷地境界 

平日×1 回 建設機械騒音

が大きくなる

と想定される

時期 

「特定建設作業に伴って

発生する騒音の規制に関

する基準」（昭和 43 年厚

生省・建設省告示第 1

号）に定める測定方法 

工事用車両の走

行に伴う道路交

通騒音レベル 

工事用車両の

走行ルート沿

道 6 地点 

平日×1 回 工事用車両台

数が多くなる

時期 

「騒音に係る環境基準に

ついて」（平成 10 年環境

庁告示第 64 号）に定める

方法 

振動 

建設機械の稼働

に伴う振動レベ

ル 

対象事業実施

区域敷地境界 

平日×1 回 建設機械振動

が大きくなる

と想定される

時期 

「振動規制法施行規則」

（昭和 51 年総理府令第

58 号）に定める測定方法 

工事用車両の走

行に伴う道路交

通振動レベル 

工事用車両の

走行ルート沿

道 6 地点 

平日×1 回 工事用車両台

数が多くなる

時期 

「振動規制法施行規則」

（昭和 51 年総理府令第

58 号）に定める測定方法 

廃棄

物・ 

発生土 

工事中に発生す

る産業廃棄物 

対象事業実施

区域 

工事期間中 工事期間中 工事業者の関連資料を整

理する方法 

工事中に発生す

る発生土 

対象事業実施

区域 

工事期間中 工事期間中 工事業者の関連資料を整

理する方法 

交通 

混雑 

工事用車両の走

行に伴う交通混

雑 

工事用車両の

走行ルートの 2

交差点 

平日×1 回 工事用車両台

数が多くなる

時期 

車種別・方向別自動車交

通量、渋滞等の状況を現

地測定 

交通 

安全 

工事用車両の走

行に伴う交通安

全 

工事用車両の

走行ルート 

平日×1 回 工事用車両台

数が多くなる

時期 

工事用車両の運転者等へ

のヒアリング 

ふれあ

い活動

の場 

工事用車両の走

行に伴うふれあ

い活動の場まで

の経路への影響 

工事用車両の

走行ルート 

平日×1 回 工事用車両台

数が多くなる

時期 

工事用車両の運転者等へ

のヒアリング 
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表 2.3-2(1) 事後調査の内容（供用時） 

事後調

査項目 
調査項目 調査地点 調査頻度 調査時期 調査方法 

大気質 

施設関連車両の

走行に伴う二酸

化窒素濃度 

施設関連車両

の走行ルート

沿道 6 地点、対

象事業実施区

域内 1 地点 

7 日間×1 季 事業活動が通

常の状態に達

した時期 

沿道：簡易測定法

（PTIO 法） 

対象事業実施区域内：

公定法、簡易測定法

（PTIO 法） 

騒音・

超低周

波音 

設備機器の稼働

に伴う騒音レベ

ル 

対象事業実施

区域敷地境界 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

「騒音に係る環境基

準について」（平成

10 年環境庁告示第 64

号）に定める方法 

施設関連車両の

走行に伴う道路

交通騒音レベル 

施設関連車両

の走行ルート

沿道 6 地点 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

「騒音に係る環境基

準について」（平成

10 年環境庁告示第 64

号）に定める方法 

振動 

施設関連車両の

走行に伴う道路

交通振動レベル 

施設関連車両

の走行ルート

沿道 6 地点 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

「振動規制法施行規

則」（昭和 51 年総理

府令第 58 号）に基づ

く道路交通振動の限

度に定める方法 

風環境 

風向、風速 対象事業実施

区域内 2 地点 

1 年間 防風植栽が生

育した時点 

「地上気象観測指

針」（平成 14 年 3

月、気象庁）に定め

る方法 

植物 

樹木活力度 対象事業実施

区域内及び相

模大野中央公

園 

1 回 防風植栽が生

育した時点 

「造園施工管理技術

編改訂 25 版」（平成

17 年 5 月、社団法人

日本公園緑地協会）

を参考に調査 

植生 相模大野中央

公園 

1 回 事業活動が通

常の状態に達

した時期 

コドラート調査 

温室効

果ガス 

温室効果ガス排

出量 

対象事業実施

区域 

1 年間 事業活動が通

常の状態に達

した時期 

エネルギー使用量

（電気、ガス）を整

理する方法 

日照 

阻害 

建築基準法第 56

条の 2 の適合状

況及び計画建築

物による日影の

範囲・日影とな

る時刻 

対象事業実施

区域及び周辺

地域 

冬至日 事業活動が通

常の状態に達

した時期 

建築時の関連資料の

整理による方法、時

刻別日影図、等時間

日影図の作成による

方法及び天空図の作

成による方法 

光害 

光害発生状況 対象事業実施

区域及び周辺

地域 

1 回（昼間、

夜間） 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

現地調査にて光害が

発生しているか確認 

 

  



49 

表 2.3-2(2) 事後調査の内容（供用時） 

事後調

査項目 
調査項目 調査地点 調査頻度 調査時期 調査方法 

電波 

障害 

テレビ電波の受

信状況 

受信障害が発

生すると予測

した地域 

1 回 事業活動が通

常の状態に達

した時期 

「建造物による受信

障害調査要領（地上

デジタル方法）地上

デジタル放送テレビ

受信状況調査要領」

（社団法人日本 CATV

技術協会、平成 22 年

3 月）等に定める方

法 

地域 

分断 

公共歩廊の利用

状況 

対象事業実施

区域 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

利用者へのヒアリン

グ等による方法 

交通 

混雑 

施設関連車両の

走行に伴う交通

混雑 

施設関連車両

の走行ルート

の 2 交差点 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

車種別・方向別自動

車交通量、渋滞等の

状況を現地測定 

交通 

安全 

施設関連車両の

走行に伴う交通

安全 

施設関連車両

の走行ルート 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

関連資料の確認及び

搬入・搬出車両の運

転者等へのヒアリン

グ 

景観 

主要な眺望景観

及び主要で身近

な景観の状況 

フォトモンタ

ージュを作成

した 13 地点 

繁茂時期、落

葉時期の 2 回 

防風植栽が生

育した時点 

写真撮影による 

圧迫感の状況 対象事業実施

区域に近接す

る 6 地点 

1 回 防風植栽が生

育した時点 

写真撮影による 

バードストライ

クの発生状況 

対象事業実施

区域内 

1 回 事業活動が通

常の状態に達

した時期 

管理者へのヒアリン

グ等による方法 

ふれあ

い活動

の場 

施設関連車両の

走行に伴うふれ

あい活動の場ま

での経路への影

響 

施設関連車両

の走行ルート 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

関連資料の確認及び

搬入・搬出車両の運

転者等へのヒアリン

グ 

ふれあい活動の

場の利用者に与

える影響の程度 

相模大野中央

公園 

平日・休日×

各 1 回 

事業活動が通

常の状態に達

した時期 

利用者へのヒアリン

グ等による方法 

緑地の整備（樹

木活力度） 

対象事業実施

区域内及び相

模大野中央公

園 

1 回 防風植栽が生

育した時点 

「造園施工管理技術

編改訂 25 版」（平成

17 年 5 月、社団法人

日本公園緑地協会）

を参考に調査 
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第 3章 事後調査（工事中）の実施に関する事項 

3.1 事後調査（工事中）の項目及び環境保全のための措置 

工事中に実施する事後調査の項目、環境影響要因及び環境保全のための措置は表 3.1-1に

示すとおりである。 

 

表 3.1-1(1) 事後調査（工事中）の項目及び評価書に示した環境保全のための措置 

事後調査項目 環境影響要因 環境保全のための措置 

大気質 

建設機械の稼働 

・建設機械については、可能な限り排出ガス対策型を使用する。 
・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイド

リングストップ、負荷の少ない運転を徹底する。 
・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 
・定期的に建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷

等を防止することにより、大気汚染物質排出量の増加を抑制する。 
・建設時には粉じん等の発生及び拡散を抑制するため、対象事業実施

区域内及び周辺道路の散水及び清掃を適切に実施する。 

工事用車両の走行 

・工事用車両については、可能な限り最新の排出ガス規制適合車を使
用する。 

・工事用車両の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイ
ドリングストップ、加減速の少ない運転を行うこと等のエコドライ
ブを徹底する。 

・定期的に工事用車両の整備及び点検を実施し、車両の不具合等によ
る大気汚染物質排出量の増加を抑制する。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 

騒音・ 
超低周波音 

建設機械の稼働 

・建設機械については、可能な限り低騒音型を使用する。 
・敷地外周には高さ1.8ｍの布製仮囲い及び高さ3.0ｍの鋼製仮囲いを

設置する。 
・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイド

リングストップ、負荷の少ない運転を徹底する。 
・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 
・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷

等を防止することにより、騒音の増加を抑制する。 

工事用車両の走行 

・工事用車両の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイ
ドリングストップ、加減速の少ない運転を行うこと等のエコドライ
ブを徹底する。 

・定期的な工事用車両の整備及び点検を実施し、車両の不具合等によ
る騒音の増加を抑制する。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 

振動 

建設機械の稼働 

・建設機械については、可能な限り低振動型を使用する。 
・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、負荷の少ない運

転を徹底する。 
・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 
・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷

等を防止することにより、振動の増加を抑制する。 

工事用車両の走行 

・工事用車両の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、加減速の少な
い運転を行うこと等のエコドライブを徹底する。 

・定期的な工事用車両の整備及び点検を実施し、車両の不具合等によ
る振動の増加を抑制する。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 
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表 3.1-1(2) 事後調査（工事中）の項目及び評価書に示した環境保全のための措置 

事後調査項目 環境影響要因 環境保全のための措置 

廃棄物・発生土 工事の影響 

・工事中に発生する産業廃棄物は、「建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律」、「建設副産物適正処理推進要綱」等に基づき、
積極的に発生を抑制するとともに、分別を徹底し、可能な限り資源
化を図る。 

・工事中に発生する産業廃棄物は、収集･運般や処分の業の許可を受
けた産業廃棄物処理業者へ委託し、「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」を遵守して適正な収集･運般及び処分を行う。 

・産業廃棄物管理票により、廃棄物の適正な運般･処分を確認する。 
・計画建物等の掘削工事に伴う建設発生土は、「建設副産物適正処理

推進要綱」等に基づき、適正に処理･処分を行う。 
・建設発生土による粉じん等の発生及び拡散が生じないようにするた

め、対象事業実施区域内や周辺道路の散水及び清掃を適切に実施す
るとともに、埋戻土の仮置き場のシート掛けを行う。 

・建設発生土の運搬時においては、車両の荷台にシート掛け等の飛散
防止を行う。 

・既存建物を利用することにより、既存建物解体範囲、新築工事範囲
の減により、建設発生土、建設廃材を削減する。 

交通混雑 工事用車両の走行 

・対象事業実施区域周辺の小中学校の登校時間帯を考慮し、工事用車
両の出入りの時間調整に努める。 

・工事用車両出入口に誘導員を配置し、歩行者の安全確保と交通渋滞
等の発生防止に努める。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 
・工事用車両の運転者に対し、随時安全運転教育を実施し、交通法規

を遵守することはもとより安全運転を徹底し、一般車両、歩行者及
び自転車の安全を確保する。 

・工事用車両の運転者に対し、交通安全施設が十分でない箇所などで
は特に徐行運転に心がけることや横断歩道前では歩行者等の確認
を十分に行うなどの安全運転を徹底する。 

・周辺の混雑状況を確認し、工事に支障のない範囲で適宜、運搬時間
帯を調整する。 

交通安全 工事用車両の走行 

・対象事業実施区域周辺の小中学校の登校時間帯を考慮し、工事用車
両の出入りの時間調整に努める。 

・工事用車両出入口に誘導員を配置し、歩行者の安全確保と交通渋滞
等の発生防止に努める。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 
・工事用車両の運転者に対し、随時安全運転教育を実施し、交通法規

を遵守することはもとより安全運転を徹底し、一般車両、歩行者及
び自転車の安全を確保する。 

・工事用車両の運転者に対し、交通安全施設が十分でない箇所などで
は特に徐行運転に心がけることや横断歩道前では歩行者等の確認
を十分に行うなどの安全運転を徹底する。 

・周辺の混雑状況を確認し、工事に支障のない範囲で適宜、運搬時間
帯を調整する。 

ふれあい 
活動の場 工事用車両の走行 

・工事用車両出入口に誘導員を配置し、歩行者の安全確保と交通渋滞
等の発生防止に努める。 

・適切な施工計画により、工事用車両の集中的な運行を抑制する。 
・工事用車両の運転者に対し、随時安全運転教育を実施し、交通法規

を遵守することはもとより安全運転を徹底し、一般車両、歩行者及
び自転車の安全を確保する。 

・工事用車両の運転者に対し、交通安全施設が十分でない箇所などで
は特に徐行運転に心がけることや横断歩道前では歩行者等の確認
を十分に行うなどの安全運転を徹底する。 

・周辺の混雑状況を確認し、工事に支障のない範囲で適宜、運搬時間
帯を調整する。 
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3.2 事後調査（工事中）の実施時期及び期間 

環境影響要因ごとの事後調査（工事中）の実施時期は表 3.2-1に示すとおりである。 

 

表 3.2-1 事後調査（工事中）の実施時期 

環境影響要因 事後調査項目 調査の実施時期 

建設機械の稼働 
大気質 

工事開始後4～7ヶ月目のうち代表的な1週間 
（建設機械からの汚染物質排出量が最大となる1年間（工事開始後1ヶ
月～12ヶ月目）のうち、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出量が最
大となる時点） 

騒音・超低周波音 工事開始後7ヶ月目の代表的な1日 
（建設機械からの騒音の負荷が最大となる時点） 振動 

工事用車両の 
走行 

大気質 
工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的な1週間 
（工事用車両の走行台数が最大となる時点） 

騒音・超低周波音 工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的な1日 
（工事用車両の走行台数が最大となる時点） 振動 

交通混雑 

交通安全 

ふれあい活動の場 
工事の影響 廃棄物・発生土 工事期間中 

 

3.3 事後調査報告書（工事中）を提出する時期 

事後調査の実施内容及び調査、報告書提出時期は表 3.3-1に示すとおりである。なお、全

体の事後調査工程は表 3.3-2に示すとおりである。 

 

表 3.3-1 事後調査（工事中）の実施時期 

実施内容（届出、調査） 提出時期 

事後調査計画書（工事中）の提出 
（工事中その1～その3共通） 

令和5年7月【本図書】 

事後調査（工事中その1）の実施 

令和5年6～9月 
・「建設機械の稼働」に伴う大気質に係る事後調査 
令和5年9月 
・「建設機械の稼働」に伴う騒音・超低周波音、振動に係る事後

調査 
令和5年3月～令和5年11月 
・「工事期間」を通して実施する廃棄物、発生土に係る調査 
・各項目の環境保全のための措置の実施状況 

事後調査報告書（工事中その1）の提出 令和6年1月頃に提出予定 

事後調査（工事中その2）の実施 

令和7年4～6月 
・「工事用車両の走行」に伴う大気質、騒音・超低周波音、振動、

交通混雑、交通安全、ふれあい活動の場に係る事後調査 
令和5年12月～令和7年8月 
・「工事期間」を通して実施する廃棄物、発生土に係る調査 
・各項目の環境保全のための措置の実施状況 

事後調査報告書（工事中その2）の提出 令和7年11月頃に提出予定 

事後調査（工事中その3）の実施 
令和7年9月～令和8年1月 
・「工事期間」を通して実施する廃棄物、発生土に係る調査 
・各項目の環境保全のための措置の実施状況 

事後調査報告書（工事中その3）の提出 令和8年4月頃に提出予定 
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3.4 事後調査（工事中）の手法 

3.4.1 事後調査（環境影響要因：建設機械の稼働）の手法 

(1) 大気質（工事中：建設機械の稼働） 

建設機械の稼働に伴う大気質に係る事後調査の手法は表 3.4-1に示すとおりである。 

 

表 3.4-1 調査手法（建設機械の稼働に伴う大気質） 

区 分 内 容 

調査事項 

①建設機械の稼働に伴う大気質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）濃度 

②気象の状況（風向・風速） 

③バックグラウンド濃度の状況（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

④建設機械の稼働状況（種類、台数、規格、稼働位置、稼働時間） 

⑤建設機械の稼働に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①予測により求められた最大着地濃度地点の周辺1地点（No.1）及び敷地境界の各方

向（No.2～5）とする（図3.4-1参照）。 

②対象事業実施区域内の1地点（No.6）とする（図3.4-1参照） 

③町田市金森測定局（図3.4-2参照）とする。 

④対象事業実施区域内とする。 

⑤対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①建設機械からの汚染物質排出量が最大となる1年間（工事開始後1ヶ月～12ヶ月目）

のうち、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出量が最大となる時点（工事開始後4

～7ヶ月目のうち代表的な1週間（7日間×24時間の連続測定））とする。 

②①と同一期間とする。 

③①と同一期間とする。 

④①の調査期間を代表する1日（8～18時）とする。 

⑤工事中の随時とする。 

調査方法 

①地点No.1：「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年環境庁告示第38号）

及び「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年環境庁告示第25号）に定

める測定方法とする。地点No.2～5：簡易測定法（PTIO法）とする。 

②「地上気象観測指針」（気象庁）に定める測定方法とする 

③既存資料調査とし、観測値の整理による方法とする。 

④現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

⑤現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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(2) 騒音・超低周波音（工事中：建設機械の稼働） 

建設機械の稼働に伴う騒音に係る事後調査の手法は表 3.4-2に示すとおりである。 

 

表 3.4-2 調査手法（建設機械の稼働に伴う騒音） 

区 分 内 容 

調査事項 

①建設機械の稼働に伴う騒音 

②建設機械の稼働状況（種類、台数、規格、稼働位置、稼働時間） 

⑤建設機械の稼働に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①予測により求められた最大地点の周辺1地点（No.7）を原則とする（図3.4-3参照）。 

②対象事業実施区域内とする。 

③対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①建設機械からの騒音の負荷が最大となる工事開始後7ヶ月目の代表的な1日（7～18

時）とする。 

②①と同一期間とする。 

③工事中の随時とする。 

調査方法 

①「特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準」（昭和43年厚生省・

建設省告示第1号）に定める測定方法とし、騒音レベルの90%レンジの上端値（LA5）

を測定する。 

②現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

③現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 

 

(3) 振動（工事中：建設機械の稼働） 

建設機械の稼働に伴う振動に係る事後調査の手法は表 3.4-3に示すとおりである。 

 

表 3.4-3 調査手法（建設機械の稼働に伴う振動） 

区 分 内 容 

調査事項 

①建設機械の稼働に伴う振動 

②建設機械の稼働状況（種類、台数、規格、稼働位置、稼働時間） 

⑤建設機械の稼働に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①予測により求められた最大地点の周辺1地点（No.8）を原則とする（図3.4-3参照）。 

②対象事業実施区域内とする。 

③対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①建設機械からの振動の負荷が最大となる工事開始後7ヶ月目の代表的な1日（7～18

時）とする。 

②①と同一期間とする。 

③工事中の随時とする。 

調査方法 

①「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第58号）に定める測定方法とし、振

動レベルの80%レンジの上端値（L10）を測定する。 

②現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

③現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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3.4.2 事後調査（環境影響要因：工事用車両の走行）の手法 

(1) 大気質（工事中：工事用車両の走行） 

工事用車両の走行に伴う大気質に係る事後調査の手法は表 3.4-4に示すとおりである。 

 

表 3.4-4 調査手法（工事用車両の走行に伴う大気質） 

区 分 内 容 

調査事項 

①工事用車両の走行に伴う大気質（二酸化窒素）濃度 

 ※工事用車両の走行に伴う大気質は二酸化窒素濃度とする。工事用車両の走行に

伴う浮遊粒子状物質については、道路沿道で測定機器の設置場所を確保すること

が困難であることなどから、予測条件とした工事用車両台数に基づき推定する。 

②気象の状況（風向・風速） 

③バックグラウンド濃度の状況（二酸化窒素） 

④道路の状況（幅員、車線数） 

⑤工事用車両の状況（種類、台数、時間帯、走行速度） 

⑥一般車両の状況（種類、台数、時間帯、走行速度） 

⑦工事用車両の走行に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①工事用車両の走行ルート沿道の6地点（No.2～7）とし、簡易測定法で調査する。

また、対象事業実施区域内の1地点（No.1）において公定法及び簡易測定法で調査

し、簡易測定法の精度を確認する（図3.4-4参照）。 

②対象事業実施区域内の1地点（No.1）とする（図3.4-4参照） 

③町田市金森測定局（図3.4-2参照）とする。 

④①と同様とする。 

⑤①と同様とする 

⑥①と同様とする。 

⑦対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事用車両の走行台数が最大となる時点（工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的

な1週間）とする。 

②①と同一期間とする。 

③①と同一期間とする。 

④①の調査期間を代表する1日とする。 

⑤①の調査期間を代表する1日（7～19時）とする。 

⑥①の調査期間を代表する1日（24時間）とする。 

⑦工事中の随時とする。 

調査方法 

①No.2～7：簡易測定法（PTIO法）とする。No.1：簡易測定法及び「二酸化窒素に係

る環境基準について」（昭和53年環境庁告示第38号）に定める測定方法とする。 

②「地上気象観測指針」（気象庁）に定める測定方法とする 

③既存資料調査とし、観測値の整理による方法とする。 

④現地確認（写真撮影等）及び関連資料の整理による方法とする。 

⑤ハンドカウンター等による計測及び工事関係資料による確認（大型車、小型車の2

車種分類）とする。 

⑥ハンドカウンター等による計測（大型車、小型車の2車種分類）とする。 

⑦現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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(2) 騒音・超低周波音（工事中：工事用車両の走行） 

工事用車両の走行に伴う騒音に係る事後調査の手法は表 3.4-5に示すとおりである。 

 

表 3.4-5 調査手法（工事用車両の走行に伴う騒音） 

区 分 内 容 

調査事項 

①工事用車両の走行に伴う騒音 

②道路の状況（幅員、車線数） 

③工事用車両の状況（種類、台数、時間帯、走行速度） 

④一般車両の状況（種類、台数、時間帯、走行速度） 

⑤工事用車両の走行に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①工事用車両の走行ルート沿道の6地点（No.2～7）とする（図3.4-4参照）。 

②①と同様とする。 

③①と同様とする 

④①と同様とする。 

⑤対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事用車両の走行台数が最大となる時点（工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的

な1日（6～22時））とする。 

②①の調査期間を代表する1日とする。 

③①の調査期間を代表する1日（7～19時）とする。 

④①の調査期間を代表する1日（24時間）とする。 

⑤工事中の随時とする。 

調査方法 

①「騒音に係る環境基準について」（平成10年環境庁告示第64号）に定める測定方

法とし、等価騒音レベル（LAeq）を測定する。 

②現地確認（写真撮影等）及び関連資料の整理による方法とする。 

③ハンドカウンター等による計測及び工事関係資料による確認（大型車、小型車の2

車種分類）とする。 

④ハンドカウンター等による計測（大型車、小型車の2車種分類）とする。 

⑤現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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(3) 振動（工事中：工事用車両の走行） 

工事用車両の走行に伴う振動に係る事後調査の手法は表 3.4-6に示すとおりである。 

 

表 3.4-6 調査手法（工事用車両の走行に伴う振動） 

区 分 内 容 

調査事項 

①工事用車両の走行に伴う振動 

②道路の状況（幅員、車線数） 

③工事用車両の状況（種類、台数、時間帯、走行速度） 

④一般車両の状況（種類、台数、時間帯、走行速度） 

⑤工事用車両の走行に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①工事用車両の走行ルート沿道の6地点（No.2～7）とする（図3.4-4参照）。 

②①と同様とする。 

③①と同様とする 

④①と同様とする。 

⑤対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事用車両の走行台数が最大となる時点（工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的

な1日（7～19時））とする。 

②①の調査期間を代表する1日とする。 

③①と同一期間とする。 

④①の調査期間を代表する1日（24時間）とする。 

⑤工事中の随時とする。 

調査方法 

①「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第58号）に定める測定方法とし、振

動レベルの80%レンジの上端値（L10）を測定する。 

②現地確認（写真撮影等）及び関連資料の整理による方法とする。 

③ハンドカウンター等による計測及び工事関係資料による確認（大型車、小型車の2

車種分類）とする。 

④ハンドカウンター等による計測（大型車、小型車の2車種分類）とする。 

⑤現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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(4) 交通混雑（工事中：工事用車両の走行） 

工事用車両の走行に伴う交通混雑に係る事後調査の手法は表 3.4-7 に示すとおりであ

る。 

 

表 3.4-7 調査手法（工事用車両の走行に伴う交通混雑） 

区 分 内 容 

調査事項 

①工事用車両の走行に伴う交通混雑の変化の程度 

②道路の状況（幅員、車線数） 

③交通の状況（自動車交通量、渋滞、信号処理、飽和交通流率、交差点需要率） 

④工事用車両の走行に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①工事用車両の走行ルート沿道の主要な7交差点（交差点Ａ～Ｇ）とする（図3.4-5

参照）。 

②①と同様とする。 

③①と同様とする。 

④対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事用車両の走行台数が最大となる時点（工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的

な1日（7～19時））とする。 
・交通量（交差点Ａ、Ｂ）：平日（12 時間：7～19 時）×各 1 回 
・交通量（交差点Ｃ～Ｇ）：平日（12 時間：7～19 時）×各 1 回 

・渋滞等（交差点Ａ～Ｇ）：平日の混雑時（平日2時間）×各1回 

②①の調査期間を代表する1日とする。 

③①と同一期間とする。 

④工事中の随時とする。 

調査方法 

①主要交差点における車種別・方向別自動車交通量、渋滞等の状況を調査するとと
もに、信号現示を現地測定する。 

②現地確認（写真撮影等）及び関連資料の整理による方法とする。 

③①と同様とする。 

④現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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(5) 交通安全（工事中：工事用車両の走行） 

工事用車両の走行に伴う交通安全に係る事後調査の手法は表 3.4-8 に示すとおりであ

る。 

 

表 3.4-8 調査手法（工事用車両の走行に伴う交通安全） 

区 分 内 容 

調査事項 

①工事用車両の走行に伴う交通安全への影響の程度 

②道路の状況（幅員、車線数、ガードレール等の設置状況） 

③工事用車両の走行に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①工事用車両の走行ルート沿道とする。 

②①と同様とする。 

③対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事用車両の走行台数が最大となる時点（工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的

な1日）とする。 

②①と同一期間とする。 

③工事中の随時とする。 

調査方法 

①現地確認（写真撮影等）、工事関係者へのヒアリング等による方法とする。 
 ・ヒアリング内容：通学者・公園利用者への交通安全を確保するために実施して

いる事項（交通安全施設が十分でない箇所の把握及び当該箇
所での徐行運転、走行時間帯等、横断歩道前の歩行者の確認） 

②現地確認（写真撮影等）及び関連資料の整理による方法とする。 

③現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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(6) ふれあい活動の場（工事中：工事用車両の走行） 

工事用車両の走行に伴うふれあい活動の場に係る事後調査の手法は表 3.4-9 に示すと

おりである。 

 

表 3.4-9 調査手法（工事用車両の走行に伴うふれあい活動の場） 

区 分 内 容 

調査事項 

①ふれあい活動の場までの利用経路に与える影響の程度 

②工事計画（工事用車両走行経路） 

③工事用車両の走行に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 

①対象事業実施区域周辺地域から相模大野中央公園及び相模原市文化会館（グリー

ンホール）までの利用経路とする（図3.4-6参照）。 

②対象事業実施区域及び周辺とする。 

③対象事業実施区域及び周辺とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事用車両の走行台数が最大となる時点（工事開始後26～28ヶ月目のうち代表的

な1日とする。 

②①と同一期間とする。 

③工事中の随時とする。 

調査方法 

①現地確認（写真撮影等）、工事関係者へのヒアリング等による方法とする。 
 ・ヒアリング内容：通学者・公園利用者への利用経路を確保するために実施して

いる事項（交通安全施設が十分でない箇所の徐行運転、横断
歩道前の歩行者の確認） 

②現地確認（写真撮影等）及び関連資料の整理による方法とする。 

③現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 
事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予
測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を
行う。 
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3.4.3 事後調査（環境影響要因：工事の影響）の手法 

(1) 廃棄物（工事中：工事の影響） 

工事の実施に伴う廃棄物に係る事後調査の手法は表 3.4-10に示すとおりである。 

 

表 3.4-10 調査手法（工事の実施に伴う廃棄物） 

区 分 内 容 

調査事項 

①建設工事の実施に伴う廃棄物の排出量、再利用量及び処理・処分方法等 

②計画建築物の延べ面積、発生源単位 

③杭の深さ、本数等の状況 

④再利用率等の状況 

⑤工事の影響に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 対象事業実施区域内とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事期間中とする。 

②①と同一期間とする。 

③①と同一期間とする。 

④①と同一期間とする。 

⑤工事中の随時とする。 

調査方法 

①現地確認（写真撮影等）及びの関連資料（建設作業日報、産業廃棄物管理票（マ

ニフェスト）等）の整理による方法とする。 

②①と同様とする。 

③①と同様とする。 

④①と同様とする。 

⑤現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 

 

(2) 発生土（工事中：工事の影響） 

工事の実施に伴う発生土に係る事後調査の手法は表 3.4-11に示すとおりである。 

 

表 3.4-11 調査手法（工事の実施に伴う発生土） 

区 分 内 容 

調査事項 

①建設工事の実施に伴う発生土の排出量及び処理・処分方法等 

②施工計画の状況 

③工事の影響に対する環境保全のための措置の実施状況（表3.1-1参照） 

調査地点 対象事業実施区域内とする。 

調査時期・ 

期間 

①工事期間中とする。 

②①と同一期間とする。 

③工事中の随時とする。 

調査方法 

①現地確認（写真撮影等）及びの関連資料（建設作業日報、産業廃棄物管理票（マ

ニフェスト）等）の整理による方法とする。 

②①と同様とする。 

③現地確認（写真撮影等）及び建設作業日報等の関連資料の整理による方法とする。 

検証方法 

事後調査結果をまとめ、環境保全のための措置の効果及び「評価書」に記載した予

測、評価等と比較・検討を行い、結果の相違の有無及びその原因等について検証を

行う。 
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第 4章 事後調査の受託者 

本事業に係る事後調査を受託した者（業務受託者）の名称及び所在地は、以下のとおりで

ある。 

 

名 称：株式会社エスパシオコンサルタント 

代表者：代表取締役 西村 亘 

所在地：東京都中央区新川一丁目 6番 1号 アステール茅場町 8階 
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第 5章 事業計画の変更及び変更に伴う評価書の修正 

5.1 事業計画の変更 

本事業では、環境影響評価書を令和 4年 2月に提出し、その後 3月より着工を予定してい

たが、鉄骨等の資材価格や人件費の高騰に伴い、施工方法、工事費及び工期を見直しした結

果、評価書で示した工期や稼働する建設機械台数を変更することとした。 

また、工事工程の見直しに伴い、工事に係る環境影響評価の内容を修正し、周辺への影響

について検討、修正を行った。 

修正した評価書の内容の一覧は、表 5.1-1に示すとおりである。 
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表 5.1-1 修正した評価書の内容 

章・項 変更内容 
評価書
ページ 

第 2 章 2.4.2 事業の内容 
(1)事業の概要 

工事予定期間、供用開始予定時期を変更 
p.10 

(3)施工計画 施工計画を変更 p.36～
41 

第 8 章 8.1 大気質 
(3)予測・評価 
ア 建設機械の稼働に伴う大気質濃度 
 c．予測時期 

予測時期及び工種を変更 

p.272 

 e．予測条件 建設機械の種類及び稼働台数を変更 
建設機械からの汚染物質排出量を変更 

p.275、
276 

 f．予測結果 
③評価 

建設機械の種類に伴う二酸化窒素、浮遊
粒子状物質の予測結果を変更 

p.279～
282 

イ 工事用車両の走行に伴う大気質濃度 
 c．予測時期  

予測時期を変更 p.283、
287 

 b．予測地域・予測地点 出入口を変更 p.284 

8.2 騒音 
(3)予測・評価 
ア 建設機械の稼働に伴う騒音 
 c．予測時期 

予測時期を変更 

p.314 

e．予測条件 建設機械の種類及び稼働台数を変更 
仮囲いに関する記述を変更 

p.317、
318 

 f．予測結果 
③評価 

建設機械の種類に伴う騒音の予測結果を
変更 

p.319、
320 

イ 工事用車両の走行に伴う騒音 
 c．予測時期 
 e．予測条件 

予測時期を変更 
p.321、
326 

 b．予測地域・予測地点 出入口を変更 p.322 

8.3 振動 
(3)予測・評価 
ア 建設機械の稼働に伴う振動 
 c．予測時期 

予測時期を変更 

p.357 

e．予測条件 
f．予測結果 

③評価 

建設機械の種類及び稼働台数を変更 
建設機械の種類に伴う振動の予測結果を
変更 

p.359～
361 

イ 工事用車両の走行に伴う振動 
 c．予測時期 
 e．予測条件 

予測時期を変更 
p.361、
364 

8.12 交通混雑 
(3)予測・評価 
 c．予測時期 
e．予測条件 

予測時期を変更 
p.593、
594 

資料編 資料 2-4 建設機械の稼働に伴う大気質
濃度の予測 

(1)予測時期 

建設機械の種類及び稼働台数を変更 
台数の変更に伴う予測時期を変更 
建設機械からの汚染物質排出量を変更 

資 2-23
～2-25 

資料 3-2 建設機械の稼働に伴う騒音の
予測 

(1)予測時期 

建設機械の種類及び稼働台数を変更 
台数の変更に伴う予測時期を変更 

資 3-9、
3-10 

資料 4-3 建設機械の稼働に伴う振動の
予測 

(1)予測時期 

建設機械の種類及び稼働台数を変更 
台数の変更に伴う予測時期を変更 

資 4-12、
4-13 
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5.2 評価書の修正 

評価書の修正内容を次ページ以降に示す。 

構成は左ページは評価書の内容、右ページは修正した評価書の内容であり、変更箇所には

網掛けを付した。 

 



【評価書 p.10】 
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2.4.2 事業の内容 

(1) 事業の概要 

対象事業の内容は、表 2.4-1に示すとおりである。 

主要用途は商業・地域貢献施設及び共同住宅であり、共同住宅の高さは約 153ｍを計画

している。高層棟の地下 1階は共同住宅共用部、地上 1階は商業・地域貢献施設、駐輪場、

地上 2 階は商業・地域貢献施設、地上 3 階以上は共同住宅である。低層棟の地下 1～3 階

及び地上 1階は駐車場、地上 2階は商業・地域貢献施設である。 

工事予定期間は令和 4年（2022年）3月～令和 7年（2025 年）7月を予定しており、供

用開始予定時期は令和 7年（2025年）7月を予定している。 

 

表 2.4-1 事業の概要 

項 目 内 容 

対象事業実施区域 相模原市南区相模大野 4 丁目 4009 番 45（地番）（伊勢丹相模原店跡地） 

用途地域 商業地域 

主要用途 高層棟（商業・地域貢献施設・共同住宅）、低層棟（商業・地域貢献施設） 

敷地面積 約 10,187 m2 

延べ面積 約 85,000 m2 

階数 高層棟：地下 1 階、地上 41 階、低層棟：地下 3 階、地上 2 階 

建築物の高さ 高層棟：約 153ｍ、低層棟：約 15ｍ 

工事予定期間 令和 4 年（2022 年）3 月～令和 7 年（2025 年）7 月（41 ヶ月） 

供用開始予定時期 令和 7 年（2025 年）7 月 

 
 

(2) 対象事業の内容 

 1)土地利用計画 

土地利用計画は、表 2.4-2 及び図 2.4-1に示すとおりであり、 

施設建築物が約 3,850m2（約 38％）、駐車場・駐輪場・車路等が約 2,086m2（約 20％）、

公共歩廊デッキが約 3,220m2（約 32％）、緑地が約 1,031m2（約 10％）に区分される。 

 

表 2.4-2 土地利用計画 

土地利用区分 面積（m2） 構成比（％） 備考 

施設建築物 約 3,850 約 38％  

駐車場・駐輪場・車路等 約 2,086 約 20％ 歩行通路を含む 

公共歩廊デッキ 約 3,220 約 32％  

緑地 約 1,031 約 10％  

合計 約 10,187 100％  
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2.4.2 事業の内容 

(1) 事業の概要 

対象事業の内容は、表 2.4-1に示すとおりである。 

主要用途は商業・地域貢献施設及び共同住宅であり、共同住宅の高さは約 153ｍを計画

している。高層棟の地下 1階は共同住宅共用部、地上 1階は商業・地域貢献施設、駐輪場、

地上 2 階は商業・地域貢献施設、地上 3 階以上は共同住宅である。低層棟の地下 1～3 階

及び地上 1階は駐車場、地上 2階は商業・地域貢献施設である。 

工事予定期間は令和 5年（2023年）3月～令和 8年（2026 年）1月を予定しており、供

用開始予定時期は令和 8年（2026年）2月を予定している。 

 

表 2.4-1 事業の概要 

項 目 内 容 

対象事業実施区域 相模原市南区相模大野 4 丁目 4009 番 45（地番）（伊勢丹相模原店跡地） 

用途地域 商業地域 

主要用途 高層棟（商業・地域貢献施設・共同住宅）、低層棟（商業・地域貢献施設） 

敷地面積 約 10,187 m2 

延べ面積 約 85,000 m2 

階数 高層棟：地下 1 階、地上 41 階、低層棟：地下 3 階、地上 2 階 

建築物の高さ 高層棟：約 153ｍ、低層棟：約 15ｍ 

工事予定期間 令和 5 年（2023 年）3 月～令和 8 年（2026 年）1 月（35 ヶ月） 

供用開始予定時期 令和 8 年（2026 年）2 月 

 

(2) 対象事業の内容 

 1)土地利用計画 

土地利用計画は、表 2.4-2 及び図 2.4-1に示すとおりであり、 

施設建築物が約 3,850m2（約 38％）、駐車場・駐輪場・車路等が約 2,086m2（約 20％）、

公共歩廊デッキが約 3,220m2（約 32％）、緑地が約 1,031m2（約 10％）に区分される。 

 

表 2.4-2 土地利用計画 

土地利用区分 面積（m2） 構成比（％） 備考 

施設建築物 約 3,850 約 38％  

駐車場・駐輪場・車路等 約 2,086 約 20％ 歩行通路を含む 

公共歩廊デッキ 約 3,220 約 32％  

緑地 約 1,031 約 10％  

合計 約 10,187 100％  
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(3) 施工計画 

1)工事概要 

本事業では、表 2.4-6に示すとおり、準備工事、解体工事、仮設工事、杭工事、地下躯

体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事を実施する。 

 

表 2.4-6 工事概要 

工種 工事概要 

準備工事 

対象事業実施区域の外周に仮囲いを行った後、仮設事務所、仮設足場、仮設電

源等々の設置を行う。出入口にはゲートを設置し交通誘導員により交通事故の

防止を図る。 

解体工事 既存建屋の不要となる躯体部分の解体工事を行う。 

仮設工事 

杭工事、地下躯体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事に伴う仮設工事 

（構台、山留、足場、タワークレーン、工事用エレベータ、仮設給排水、仮設

電気等） 

杭工事 杭工事を行う。 

地下躯体工事 
移動式クレーンを用いて鉄筋、型枠等の資材揚重を行い、コンクリートポンプ

車にてコンクリート打設を行う。 

地上躯体工事 タワークレーン等を使用し鉄骨の建方、床版の荷揚げを行う。 

仕上げ工事 

クレーン等により外装材を揚重し、外部足場等から外壁等の取付工事を行う。 

建物内部の内装工事を行う。また、給排水設備、空調設備、電気設備等の設備

工事を行う。 

外構工事 建物周囲の駐車場・歩道・給排水配管、緑地の植栽等の工事を行う。 

 

2)工事工程 

工事工程は表 2.4-7に示すとおりであり、工期は約 41ヶ月間を予定している。 

主要建設機械の最大稼働月は工事着手後 7ヶ月目及び 9ヶ月目で、合計台数は約 375台

/月である。 
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(3) 施工計画 

1)工事概要 

本事業では、表 2.4-6に示すとおり、準備工事、解体工事、仮設工事、杭工事、地下躯

体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事を実施する。 

 

表 2.4-6 工事概要 

工種 工事概要 

準備工事 

対象事業実施区域の外周に仮囲いを行った後、仮設事務所、仮設足場、仮設電

源等々の設置を行う。出入口にはゲートを設置し交通誘導員により交通事故の

防止を図る。 

解体工事 既存建屋の不要となる躯体部分の解体工事を行う。 

仮設工事 

杭工事、地下躯体工事、地上躯体工事、仕上げ工事、外構工事に伴う仮設工事 

（構台、山留、足場、タワークレーン、工事用エレベータ、仮設給排水、仮設

電気等） 

杭工事 杭工事を行う。 

地下躯体工事 
移動式クレーン、タワークレーンを用いて鉄筋、型枠等の資材揚重を行い、コ

ンクリートポンプ車にてコンクリート打設を行う。 

地上躯体工事 タワークレーン等を使用し鉄骨の建方、床版の荷揚げを行う。 

仕上げ工事 

クレーン等により外装材を揚重し、外部足場等から外壁等の取付工事を行う。 

建物内部の内装工事を行う。また、給排水設備、空調設備、電気設備等の設備

工事を行う。 

外構工事 建物周囲の駐車場・歩道・給排水配管、緑地の植栽等の工事を行う。 

 

2)工事工程 

工事工程は表 2.4-7に示すとおりであり、工期は約 35ヶ月間を予定している。 

主要建設機械の最大稼働月は工事着手後 7ヶ月目で、合計台数は約 575台/月である。 

 



【評価書 p.37】 

80 

表 2.4-7(1) 工事工程表 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.1～1.6㎥ 50 50 125 75 75 75 75 75 75 50 50 50 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 20～100ｔ 0 0 50 0 0 50 50 0 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

発電機 125ｋVA 0 0 0 0 0 0 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全旋回掘削機 20型～30型 0 0 50 50 50 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

杭施工機 80ｔ 0 0 0 0 0 0 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾎﾞﾛﾝ杭打機 25ｔﾗﾌﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 80～120ｔ 0 0 75 75 75 75 50 50 50 25 25 25 25 25 25 25 0 0 0 0 0 0

ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ 480ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 75 75 75 75 75

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 4～10ｔ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 2～4.5㎥ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ 3～8ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 10ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 4.5ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100 100 350 250 250 300 375 325 375 200 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175

1日台数(台/日) 5 20 20 10 10 10 55 55 55 35 35 35 35 35 35 35 40 40 40 40 40 55

月間合計(台/月) 130 540 520 250 250 250 1,375 1,375 1,375 875 875 875 875 875 875 875 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,375

1日台数(台/日) 10 25 30 25 25 25 35 35 35 40 40 40 40 40 40 40 50 50 50 50 60 60

月間合計(台/月) 260 675 780 625 625 625 875 875 875 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,250 1,250 1,250 1,250 1,500 1,500

1日台数(台/日) 15 45 50 35 35 35 90 90 90 75 75 75 75 75 75 75 90 90 90 90 100 115

月間合計(台/月) 390 1,215 1,300 875 875 875 2,250 2,250 2,250 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 2,250 2,250 2,250 2,250 2,500 2,875

工事区分

工
事
車
両

搬出入車両

通勤車両

合計

工
事
工
種

準備工事

解体工事

仮設工事

杭工事

地下躯体工事

地上躯体工事(低層階)

地上躯体工事(高層階)

仕上げ工事

外構工事

合計(台/月)

工事着手後月数

諸検査他

主
要
建
設
機
械
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表 2.4-7(1) 工事工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：1.赤字は評価書よりも台数増を示し、青字は台数減を示す。 

 注：2.工事着手後 1,2 ヶ月（遮音壁の設置等）の工事は、既存建築物（旧伊勢丹相模原店）の解体 

工事の工期と重複している。 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.1～1.6㎥ 150 150 150 150 150 150 150 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 20～100ｔ 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

発電機 125ｋVA 50 50 50 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全旋回掘削機 20型～30型 75 75 75 75 75 75 75 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

杭施工機 80ｔ 0 0 0 25 25 25 25 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾎﾞﾛﾝ杭打機 25ｔﾗﾌﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 80～120ｔ 100 100 100 100 100 100 100 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ 350t～480ｔ 0 0 0 0 0 0 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 75 75 75 75

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 4～10ｔ 10 10 10 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 2～4.5㎥ 25 50 50 50 50 50 50 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ 3～8ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 10ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 4.5ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

460 485 485 525 525 525 575 200 200 200 200 275 200 200 200 200 225 225 225 225

1日台数(台/日) 20 50 50 55 55 55 55 35 70 70 70 70 40 40 40 40 60 60 60 80

月間合計(台/月) 500 1,250 1,250 1,375 1,375 1,375 1,375 875 1,750 1,750 1,750 1,750 1,000 1,000 1,000 1,000 1,500 1,500 1,500 2,000

1日台数(台/日) 30 25 25 35 35 35 35 40 40 40 40 40 40 40 50 50 50 50 60 60

月間合計(台/月) 750 625 625 875 875 875 875 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,250 1,250 1,250 1,250 1,500 1,500

1日台数(台/日) 50 75 75 90 90 90 90 75 110 110 110 110 80 80 90 90 110 110 120 140

月間合計(台/月) 1,250 1,875 1,875 2,250 2,250 2,250 2,250 1,875 2,750 2,750 2,750 2,750 2,000 2,000 2,250 2,250 2,750 2,750 3,000 3,500
合計

外構工事

改修工事(低層棟)

諸検査他

主
要
建
設
機
械

合計(台/月)

工
事
車
両

搬出入車両

通勤車両

工事区分
工事着手後月数

工
事
工
種

準備工事

解体工事

仮設工事

杭工事

地下躯体工事

地上躯体工事

仕上げ工事
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表 2.4-7(2) 工事工程表 

 

  
23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.1～1.6㎥ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 200 200 200 100 100 50 0 0

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 20～100ｔ 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 0 0

発電機 125ｋVA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全旋回掘削機 20型～30型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

杭施工機 80ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾎﾞﾛﾝ杭打機 25ｔﾗﾌﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 80～120ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ 480ｔ 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 4～10ｔ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 0 0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 2～4.5㎥ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 0 0

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ 3～8ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 10ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 4.5ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 300 300 300 300 200 275 225 0 0

1日台数(台/日) 55 100 105 105 105 105 105 105 105 105 60 60 60 60 60 60 60 10 10

月間合計(台/月) 1,375 2,500 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 250 250

1日台数(台/日) 60 70 70 70 70 80 80 80 80 80 70 70 70 70 70 70 70 20 20

月間合計(台/月) 1,500 1,750 1,750 1,750 1,750 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 500 500

1日台数(台/日) 115 170 175 175 175 185 185 185 185 185 130 130 130 130 130 130 130 30 30

月間合計(台/月) 2,875 4,250 4,375 4,375 4,375 4,625 4,625 4,625 4,625 4,625 3,250 3,250 3,250 3,250 3,250 3,250 3,250 750 750

工
事
車
両

搬出入車両

通勤車両

合計

地上躯体工事(低層階)

地上躯体工事(高層階)

仕上げ工事

外構工事

諸検査他

主
要
建
設
機
械

合計(台/月)

工事区分
工事着手後月数

工
事
工
種

準備工事

解体工事

仮設工事

杭工事

地下躯体工事
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表 2.4-7(2) 工事工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     注：赤字は評価書よりも台数増を示し、青字は台数減を示す。 

 

 

 

 

 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.1～1.6㎥ 50 50 50 50 50 50 50 50 200 200 200 100 50 0 0

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 20～100ｔ 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 0 0

発電機 125ｋVA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全旋回掘削機 20型～30型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

杭施工機 80ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾎﾞﾛﾝ杭打機 25ｔﾗﾌﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 80～120ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ 350t～480ｔ 75 75 75 75 75 75 75 75 50 50 50 0 0 0 0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 4～10ｔ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 0 0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 2～4.5㎥ 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 0 0

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ 3～8ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 10ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 4.5ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0

225 225 225 225 225 225 225 225 350 350 350 275 225 0 0

1日台数(台/日) 80 100 105 105 105 105 105 105 105 105 60 60 60 10 10

月間合計(台/月) 2,000 2,500 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 2,625 1,500 1,500 1,500 250 250

1日台数(台/日) 60 70 70 70 70 80 80 80 70 70 70 70 70 20 20

月間合計(台/月) 1,500 1,750 1,750 1,750 1,750 2,000 2,000 2,000 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 500 500

1日台数(台/日) 140 170 175 175 175 185 185 185 175 175 130 130 130 30 30

月間合計(台/月) 3,500 4,250 4,375 4,375 4,375 4,625 4,625 4,625 4,375 4,375 3,250 3,250 3,250 750 750
合計

外構工事

改修工事(低層棟)

諸検査他

主
要
建
設
機
械

合計(台/月)

工
事
車
両

搬出入車両

通勤車両

工事区分
工事着手後月数

工
事
工
種

準備工事

解体工事

仮設工事

杭工事

地下躯体工事

地上躯体工事

仕上げ工事
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3)仮設計画 

敷地外周の南東側（県道 51 号側）及び南西側（UR 側）には高さ 3ｍの防音パネルを設

置する計画である。また、敷地外周の北東側（立体駐車場側）、北西側（グリーンホール

側）には、高さ 1.8ｍの防音シートを設置する計画である。 

仮設計画は図 2.4-8 に示すとおりであり、工事用ゲートは県道 51 号沿いに 4 箇所設置

する。 

 

4)工事中排水 

工事中の雨水排水は、沈砂槽を設け、上澄みのきれいな水を公共下水道（雨水）に放流

する計画であり、適正な排水の維持に努める。なお、汚水排水についても基準を遵守して

公共下水道（汚水）に排水し、適正な排水の維持に努める。 

 

5)工事用車両走行ルート 

工事用車両の出入口及び走行ルートは図 2.4-9に示すとおりである。 

工事用車両の計画ピーク日台数を、表 2.4-8に示す。工事用車両のピーク日台数は、搬

出入車両（大型車）が多い工事開始後 28～32ヶ月目の 185台/日・片道（搬出入車両（大

型車）105台/日、通勤用車両（小型車）80台/日）である。 

 

表 2.4-8 工事用車両の計画ピーク日台数（片道台数） 

工事着工後 工事着手後 28～32 ヶ月目 

搬出入車両（大型車） 105 台/日 

通勤用車両（小型車） 80 台/日 

合 計 185 台/日 

 

6)工事時間帯 

工事時間は、原則として日曜日を除く、月曜日から土曜日の午前 8時から午後 6時まで

の時間帯に行う計画であり、前後 1時間程度は作業のための準備、片付け等を行う。 

なお、コンクリート打設工事及び躯体工事など工事管理上の理由で中断することができ

ない工事や内装工事など著しい騒音及び振動が発生しない工事については、時間を延長し

て実施する場合がある。 
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3)仮設計画 

敷地外周の南東側（県道 51 号側）及び南西側（UR 側）には高さ 3ｍの防音パネルを設

置する計画である。また、敷地外周の北東側（立体駐車場側）、北西側（グリーンホール

側）には、高さ 1.8ｍの防音シートを設置する計画である。 

仮設計画は図 2.4-8 に示すとおりであり、工事用ゲートは県道 51 号沿いに 3 箇所設置

する。 

 

4)工事中排水 

工事中の雨水排水は、沈砂槽を設け、上澄みのきれいな水を公共下水道（雨水）に放流

する計画であり、適正な排水の維持に努める。なお、汚水排水についても基準を遵守して

公共下水道（汚水）に排水し、適正な排水の維持に努める。 

 

5)工事用車両走行ルート 

工事用車両の出入口及び走行ルートは図 2.4-9に示すとおりである。 

工事用車両の計画ピーク日台数を、表 2.4-8に示す。工事用車両のピーク日台数は、搬

出入車両（大型車）が多い工事開始後 26～28ヶ月目の 185台/日・片道（搬出入車両（大

型車）105台/日、通勤用車両（小型車）80台/日）である。 

 

表 2.4-8 工事用車両の計画ピーク日台数（片道台数） 

工事着工後 工事着手後 26～28 ヶ月目 

搬出入車両（大型車） 105 台/日 

通勤用車両（小型車） 80 台/日 

合 計 185 台/日 

 

6)工事時間帯 

工事時間は、原則として日曜日を除く、月曜日から土曜日の午前 8時から午後 6時まで

の時間帯に行う計画であり、前後 1時間程度は作業のための準備、片付け等を行う。 

なお、コンクリート打設工事及び躯体工事など工事管理上の理由で中断することができ

ない工事や内装工事など著しい騒音及び振動が発生しない工事については、時間を延長し

て実施する場合がある。 
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(3) 予測・評価 

工事中及び供用時において、以下に示す大気質への影響が考えられるため、その影響の

程度について予測及び評価を行う。 

・建設機械の稼働に伴う大気質濃度 

・工事用車両の走行に伴う大気質濃度 

・施設関連車両の走行に伴う大気質濃度 

 

ア 建設機械の稼働に伴う大気質濃度 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、建設機械の排出ガスによる二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）

とし、長期将来濃度予測を対象として以下の将来濃度について予測した。 

・長期将来濃度予測：日平均値の年間 98％値（二酸化窒素） 

日平均値の年間 2％除外値（浮遊粒子状物質） 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし、敷地境界から約 100ｍの範囲とし

た。予測高さは地上 1.5mとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、表 8.1-20に示すとおりとした（詳細は、資料編 p.資 2-23～25参照）。 

建設機械の 1年間累積の汚染物質排出量が最大となる時期（工事着手後 3～14ヶ月目）

を対象とした。 

 

表 8.1-20 予測時期 

予測項目 予測時期 主な工種 

長期将来濃度予測 工事着手後 3～14ヶ月目 仮設工事、杭工事、地下躯体工事 

 

  



【評価書 p.272 変更後】 

 

91 

(3) 予測・評価 

工事中及び供用時において、以下に示す大気質への影響が考えられるため、その影響の

程度について予測及び評価を行う。 

・建設機械の稼働に伴う大気質濃度 

・工事用車両の走行に伴う大気質濃度 

・施設関連車両の走行に伴う大気質濃度 

 

ア 建設機械の稼働に伴う大気質濃度 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、建設機械の排出ガスによる二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）

とし、長期将来濃度予測を対象として以下の将来濃度について予測した。 

・長期将来濃度予測：日平均値の年間 98％値（二酸化窒素） 

日平均値の年間 2％除外値（浮遊粒子状物質） 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし、敷地境界から約 100ｍの範囲とし

た。予測高さは地上 1.5mとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、表 8.1-20に示すとおりとした（詳細は、資料編 p.資 2-23～25参照）。 

建設機械の 1年間累積の汚染物質排出量が最大となる時期（工事着手後 1～12ヶ月目）

を対象とした。 

 

表 8.1-20 予測時期 

予測項目 予測時期 主な工種 

長期将来濃度予測 工事着手後1～12ヶ月目 仮設工事、杭工事、改修工事(低層棟) 
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e. 予測条件 

(a) 煙源条件 

ア. 建設機械の種類及び稼働台数 

長期将来濃度予測の煙源となる建設機械の種類及び稼働台数は、表 8.1-22に示すと

おりである。建設機械の稼働日数は月間 25 日、稼働時間帯は 8～18 時（12 時台を除

く）とした。 

 

表 8.1-22 建設機械の種類及び稼働台数（長期将来濃度予測） 

建設機械 規  格 
工事着手後3～14ヶ月目 

稼働台数（台/年） 

バックホウ 0.1～1.6m3 825 

ラフタークレーン 20～100t 450 

発電機 125kVA 150 

全旋回掘削機 20型～30型 350 

杭施工機 80t 150 

アボロン杭打機 25ｔラフター 25 

クローラークレーン 80～120t 575 

コンクリートポンプ車 4～10t 300 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 300 

合  計 3,125 

 

イ. 汚染物質排出量 

建設機械の稼働に伴う汚染物質排出量は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年

度版）」（平成 25 年 3 月、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究

所）に準拠し、以下に示すとおり、建設機械の排出原単位及び燃焼消費量等から算出し

た。 

bBrNOxPiQi /)( ××=  

ここで、 

  Qi  ：建設機械 i の排出係数原単位（g/h） 

  Pi  ：定格出力（kW） 

  NOx  ：窒素酸化物のエンジン排出係数原単位（粒子状物質の場合は PM ） 

  Br  ：（ Pifr /= ）（g/kW・h） 

      国土交通省土木工事積算基準（原動機燃料消費率/1.2）を参照 

      fr ：実際の作業における燃料消費量（g/h） 

  b  ：ISO-C1モードにおける平均燃料消費率（g/kW・h） 

 

なお、NOX排出係数原単位の重量比から体積比への換算は、次式に示す式より求めた。 

NOX排出係数（m3N/h）= NOX排出係数（g/h）×0.000523 m3/g（20℃、1気圧） 
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e. 予測条件 

(a) 煙源条件 

ア. 建設機械の種類及び稼働台数 

長期将来濃度予測の煙源となる建設機械の種類及び稼働台数は、表 8.1-22に示すと

おりである。建設機械の稼働日数は月間 25 日、稼働時間帯は 8～18 時（12 時台を除

く）とした。 

 

表 8.1-22 建設機械の種類及び稼働台数（長期将来濃度予測） 

建設機械 規  格 
工事着手後1～12ヶ月目 

稼働台数（台/年） 

バックホウ 0.1～1.6m3 1,300 

ラフタークレーン 20～100t 600 

発電機 125kVA 350 

全旋回掘削機 20型～30型 525 

杭施工機 80t 125 

アボロン杭打機 25ｔラフター 25 

クローラークレーン 80～120t 725 

コンクリートポンプ車 4～10t 255 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 450 

合  計 4,355 

 

イ. 汚染物質排出量 

建設機械の稼働に伴う汚染物質排出量は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年

度版）」（平成 25 年 3 月、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究

所）に準拠し、以下に示すとおり、建設機械の排出原単位及び燃焼消費量等から算出し

た。 

bBrNOxPiQi /)( ××=  

ここで、 

  Qi  ：建設機械 i の排出係数原単位（g/h） 

  Pi  ：定格出力（kW） 

  NOx  ：窒素酸化物のエンジン排出係数原単位（粒子状物質の場合は PM ） 

  Br  ：（ Pifr /= ）（g/kW・h） 

      国土交通省土木工事積算基準（原動機燃料消費率/1.2）を参照 

      fr ：実際の作業における燃料消費量（g/h） 

  b  ：ISO-C1モードにおける平均燃料消費率（g/kW・h） 

 

なお、NOX排出係数原単位の重量比から体積比への換算は、次式に示す式より求めた。 

NOX排出係数（m3N/h）= NOX排出係数（g/h）×0.000523 m3/g（20℃、1気圧） 
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長期将来濃度予測における建設機械からの窒素酸化物（NOX）及び粒子状物質（PM）

の年間排出量は、表 8.1-23 に示すとおりである（詳細は、資料編 p.資 2-23～25、2-33 

参照）。 

 

表 8.1-23 建設機械からの汚染物質排出量（長期将来濃度予測） 

建設機械 規  格 

工事着手後3～14 ヶ月目 

窒素酸化物排出量 

（m3
N/年） 

粒子状物質排出量 

（kg/年） 

バックホウ 0.1～1.6m3 831.8 64.8 

ラフタークレーン 20～100t 503.3 27.2 

発電機 125kVA 161.2 12.6 

全旋回掘削機 20型～30型 442.1 23.9 

杭施工機 80t 189.5 10.3 

アボロン杭打機 25ｔラフター 31.6 1.7 

クローラークレーン 80～120t 469.3 25.4 

コンクリートポンプ車 4～10t 295.9 16.0 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 239.6 13.0 

合  計 3,164.4 194.9 

注：1.建設機械種毎の年間の総排出量を示す。 
注：2.四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 

 

ウ. 煙源の位置 

長期将来濃度予測における建設機械の煙源の位置は、図 8.1-15 に示すとおり、工事

区域から平均的に窒素酸化物または粒子状物質が排出されるものとして 10ｍ毎の格子

状に設定した。 

煙源の高さは、「土木技術資料（第 42 巻第 1 号）」（平成 12 年 1 月、財団法人土木研

究センター）を参考とし、建設機械の排出口平均高さ（Ho）に排気上昇高さ（ΔH ）を

加算し、5.0ｍとして設定した。 

 

He＝H0＋ΔH 

He ：煙源の高さ［ｍ］ 

Ho ：建設機械の排出口平均高さ［＝2.0ｍ］ 

ΔH ：建設機械の排気上昇高さ［＝3.0ｍ］ 
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長期将来濃度予測における建設機械からの窒素酸化物（NOX）及び粒子状物質（PM）

の年間排出量は、表 8.1-23 に示すとおりである（詳細は、資料編 p.資 2-23～25、2-33 

参照）。 

 

表 8.1-23 建設機械からの汚染物質排出量（長期将来濃度予測） 

建設機械 規  格 

工事着手後1～12 ヶ月目 

窒素酸化物排出量 

（m3
N/年） 

粒子状物質排出量 

（kg/年） 

バックホウ 0.1～1.6m3 1,310.7 102.1 

ラフタークレーン 20～100t 671.1 36.3 
発電機 125kVA 376.2 29.3 

全旋回掘削機 20型～30型 663.2 35.9 
杭施工機 80t 157.9 8.5 

アボロン杭打機 25ｔラフター 31.6 1.7 
クローラークレーン 80～120t 591.8 32.0 

コンクリートポンプ車 4～10t 251.5 13.6 
コンクリートミキサー車 2～4.5m3 359.4 19.4 

合  計 4,413.4 278.9 

注：1.建設機械種毎の年間の総排出量を示す。 
注：2.四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 

 

ウ. 煙源の位置 

長期将来濃度予測における建設機械の煙源の位置は、図 8.1-15 に示すとおり、工事

区域から平均的に窒素酸化物または粒子状物質が排出されるものとして 10ｍ毎の格子

状に設定した。 

煙源の高さは、「土木技術資料（第 42 巻第 1 号）」（平成 12 年 1 月、財団法人土木研

究センター）を参考とし、建設機械の排出口平均高さ（Ho）に排気上昇高さ（ΔH ）を

加算し、5.0ｍとして設定した。 

 

He＝H0＋ΔH 

He ：煙源の高さ［ｍ］ 

Ho ：建設機械の排出口平均高さ［＝2.0ｍ］ 

ΔH ：建設機械の排気上昇高さ［＝3.0ｍ］ 
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f. 予測結果 

(a) 長期将来濃度予測 

ア. 二酸化窒素 

建設機械の稼働に伴う二酸化窒素の長期将来濃度予測結果は、表 8.1-25 及び図

8.1-16 に示すとおりである。 

建設機械からの最大付加濃度出現地点は、対象事業実施区域南側敷地境界付近であり、

その値は 0.00712ppm である。 

年平均値の将来予測濃度は 0.01712ppm であり、環境保全目標（0.02ppm 以下）を満

足すると予測する。また、日平均値の年間 98％値をみると、将来予測濃度は 0.03160ppm

であり、環境保全目標（0.04ppm 以下）を満足すると予測する。 

 

表 8.1-25 建設機械の稼働に伴う二酸化窒素の長期将来濃度予測結果 

（工事着手後 3～14ヶ月目） 

項 目 

バック 

グラウンド濃度 

建設機械からの 

最大付加濃度 

将来予測濃度 

（年平均値） 
付加率 

将来予測濃度 

（日平均値の 

年間98％値） a b a+b b/(a+b) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.010 0.00712 0.01712 41.6% 0.03160 

環境保全目標 － － 0.02以下 － 0.04以下 

注：日平均値の年間98％値＝1.5186×年平均値＋0.0056（詳細は、p.274参照） 

 

イ. 浮遊粒子状物質 

建設機械の稼働に伴う浮遊粒子状物質の長期将来濃度予測結果は、表 8.1-26 及び図

8.1-17 に示すとおりである。 

建設機械からの最大付加濃度出現地点は、対象事業実施区域南側敷地境界付近であり、

その値は 0.00124mg/m3 である。 

日平均値の 2％除外値をみると、将来予測濃度は 0.03899mg/m3であり、環境保全目標

（0.10mg/m3以下）を満足すると予測する。 

 

表 8.1-26 建設機械の稼働に伴う浮遊粒子状物質の長期将来濃度予測結果 

（工事着手後 3～14ヶ月目） 

項 目 

バック 

グラウンド濃度 

建設機械からの 

最大付加濃度 

将来予測濃度 

（年平均値） 
付加率 

将来予測濃度 

（日平均値の 

年間2％除外値） a b a+b b/(a+b) 

浮遊粒子状 

物質(mg/m3) 
0.014 0.00124 0.01524 8.2% 0.03899 

環境保全目標 － － － － 0.10以下 

注：日平均値の年間2％除外値＝2.2823×年平均値＋0.0042（詳細は、p.274参照） 
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f. 予測結果 

(a) 長期将来濃度予測 

ア. 二酸化窒素 

建設機械の稼働に伴う二酸化窒素の長期将来濃度予測結果は、表 8.1-25 及び図

8.1-16 に示すとおりである。 

建設機械からの最大付加濃度出現地点は、対象事業実施区域南側敷地境界付近であり、

その値は 0.00993ppm である。 

年平均値の将来予測濃度は 0.01993ppm であり、環境保全目標（0.02ppm 以下）を満

足すると予測する。また、日平均値の年間 98％値をみると、将来予測濃度は 0.03587ppm

であり、環境保全目標（0.04ppm 以下）を満足すると予測する。 

 

表 8.1-25 建設機械の稼働に伴う二酸化窒素の長期将来濃度予測結果 

（工事着手後 1～12ヶ月目） 

項 目 

バック 

グラウンド濃度 

建設機械からの 

最大付加濃度 

将来予測濃度 

（年平均値） 
付加率 

将来予測濃度 

（日平均値の 

年間98％値） a b a+b b/(a+b) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.010 0.00993 0.01993 49.8% 0.03587 

環境保全目標 － － 0.02以下 － 0.04以下 

注：日平均値の年間98％値＝1.5186×年平均値＋0.0056（詳細は、p.274参照） 

 

イ. 浮遊粒子状物質 

建設機械の稼働に伴う浮遊粒子状物質の長期将来濃度予測結果は、表 8.1-26 及び図

8.1-17 に示すとおりである。 

建設機械からの最大付加濃度出現地点は、対象事業実施区域南側敷地境界付近であり、

その値は 0.00178mg/m3 である。 

日平均値の 2％除外値をみると、将来予測濃度は 0.04020mg/m3であり、環境保全目標

（0.10mg/m3以下）を満足すると予測する。 

 

表 8.1-26 建設機械の稼働に伴う浮遊粒子状物質の長期将来濃度予測結果 

（工事着手後 1～12ヶ月目） 

項 目 

バック 

グラウンド濃度 

建設機械からの 

最大付加濃度 

将来予測濃度 

（年平均値） 
付加率 

将来予測濃度 

（日平均値の 

年間2％除外値） a b a+b b/(a+b) 

浮遊粒子状 

物質(mg/m3) 
0.014 0.00178 0.01578 11.3% 0.04020 

環境保全目標 － － － － 0.10以下 

注：日平均値の年間2％除外値＝2.2823×年平均値＋0.0042（詳細は、p.274参照） 
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② 環境保全のための措置 

本事業の工事においては、建設機械の稼働に伴う大気質への影響の低減を図るために、

以下に示す環境保全のための措置を講じる。 

・建設機械については、可能な限り排出ガス対策型を使用する。 

・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイドリングストップ、

負荷の少ない運転を徹底する。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・定期的に建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止すること

により、大気汚染物質排出量の増加を抑制する。 

・建設時には粉じん等の発生及び拡散を抑制するため、対象事業実施区域内及び周辺道

路の散水及び清掃を適切に実施する。 

 

③ 評 価 

建設機械の稼働に伴う大気質の長期将来濃度の最大値は、二酸化窒素の年平均値の将来

予測濃度は 0.01712ppm であり、環境保全目標（0.02ppm 以下）を満足すると予測し、日

平均値の年間 98％値の将来予測濃度は 0.03160ppmであり、環境保全目標（0.04ppm 以下）

を満足すると予測した。浮遊粒子状物質（日平均値の年間 2％除外値）は 0.03899mg/m3

であり、環境保全目標（0.10mg/m3以下）を満足すると予測した。 

本事業の工事においては、建設機械については、可能な限り排出ガス対策型を使用する

などの環境保全のための措置を講じる。 

以上のことから、本事業の工事に伴う建設機械の稼働は、対象事業実施区域周辺の大気

質に著しい影響を及ぼすことはないと評価する。 
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② 環境保全のための措置 

本事業の工事においては、建設機械の稼働に伴う大気質への影響の低減を図るために、

以下に示す環境保全のための措置を講じる。 

・建設機械については、可能な限り排出ガス対策型を使用する。 

・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイドリングストップ、

負荷の少ない運転を徹底する。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・定期的に建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止すること

により、大気汚染物質排出量の増加を抑制する。 

・建設時には粉じん等の発生及び拡散を抑制するため、対象事業実施区域内及び周辺道

路の散水及び清掃を適切に実施する。 

 

③ 評 価 

建設機械の稼働に伴う大気質の長期将来濃度の最大値は、二酸化窒素の年平均値の将来

予測濃度は 0.01993ppm であり、環境保全目標（0.02ppm 以下）を満足すると予測し、日

平均値の年間 98％値の将来予測濃度は 0.03587ppmであり、環境保全目標（0.04ppm 以下）

を満足すると予測した。浮遊粒子状物質（日平均値の年間 2％除外値）は 0.04020mg/m3

であり、環境保全目標（0.10mg/m3以下）を満足すると予測した。 

本事業の工事においては、建設機械については、可能な限り排出ガス対策型を使用する

などの環境保全のための措置を講じる。 

以上のことから、本事業の工事に伴う建設機械の稼働は、対象事業実施区域周辺の大気

質に著しい影響を及ぼすことはないと評価する。 
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イ 工事用車両の走行に伴う大気質濃度 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、工事用車両の排出ガスによる二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）

とし、長期将来濃度予測を対象として以下の将来濃度について予測した。 

・長期将来濃度予測：日平均値の年間 98％値（二酸化窒素） 

          日平均値の年間 2％除外値（浮遊粒子状物質） 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は工事用車両の走行ルート沿道とした。 

予測地点は、図 8.1-18に示すとおり、工事用車両の走行ルートである 6地点とし、道

路端から 100ｍの範囲とした。 

予測高さは地上 1.5ｍとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる時期（工事着手

後 28～32ヶ月目）を対象とし、その時期のピーク日台数が 1年間走行するものと設定し

た。 
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イ 工事用車両の走行に伴う大気質濃度 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、工事用車両の排出ガスによる二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）

とし、長期将来濃度予測を対象として以下の将来濃度について予測した。 

・長期将来濃度予測：日平均値の年間 98％値（二酸化窒素） 

          日平均値の年間 2％除外値（浮遊粒子状物質） 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は工事用車両の走行ルート沿道とした。 

予測地点は、図 8.1-18に示すとおり、工事用車両の走行ルートである 6地点とし、道

路端から 100ｍの範囲とした。 

予測高さは地上 1.5ｍとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる時期（工事着手

後 26～28ヶ月目）を対象とし、その時期のピーク日台数が 1年間走行するものと設定し

た。 
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e. 予測条件 

(a) 交通条件 

ア. 工事中交通量 

予測時期（工事着手後 28～32ヶ月目）における工事中交通量は、表 8.1-27に示すと

おりである。 

工事中一般交通量は、道路交通センサス調査における県道 51 号町田厚木線の交通量

が横ばい傾向にあることから、現況交通量（資料編 p.2-11～22参照）とした。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した（詳

細は、資料編 p.資 2-36～38参照）。 

工事用車両台数は、大型車台数が最大となる工事着手後 28～32 ヶ月目のピーク日台

数（大型車 105台/日、小型車 80台/日）が 1年間走行するものと設定した。 

 

表 8.1-27 工事中交通量（断面交通量：工事着手後 28～32ヶ月目） 

予測地点 車種分類 

工事中一般交通量 

（台/日） 

工事用車両台数 

（台/日） 

工事中交通量 

（台/日） 

A B A+B 

No.2 

大型車 591 190 781 

小型車 18,303 144 18,447 

合  計 18,894 334 19,228 

No.3 

大型車 723 106 829 

小型車 18,045 80 18,125 

合  計 18,768 186 18,954 

No.4 

大型車 277 11 288 

小型車 12,180 8 12,188 

合  計 12,457 19 12,476 

No.5 

大型車 410 0 410 

小型車 5,488 0 5,488 

合  計 5,898 0 5,898 

No.6 

大型車 484 95 579 

小型車 6,660 72 6,732 

合  計 7,144 167 7,311 

No.7 

大型車 457 106 563 

小型車 5,946 80 6,026 

合  計 6,403 186 6,589 
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e. 予測条件 

(a) 交通条件 

ア. 工事中交通量 

予測時期（工事着手後 26～28ヶ月目）における工事中交通量は、表 8.1-27に示すと

おりである。 

工事中一般交通量は、道路交通センサス調査における県道 51 号町田厚木線の交通量

が横ばい傾向にあることから、現況交通量（資料編 p.2-11～22参照）とした。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した（詳

細は、資料編 p.資 2-36～38参照）。 

工事用車両台数は、大型車台数が最大となる工事着手後 26～28 ヶ月目のピーク日台

数（大型車 105台/日、小型車 80台/日）が 1年間走行するものと設定した。 

 

表 8.1-27 工事中交通量（断面交通量：工事着手後 26～28ヶ月目） 

予測地点 車種分類 

工事中一般交通量 

（台/日） 

工事用車両台数 

（台/日） 

工事中交通量 

（台/日） 

A B A+B 

No.2 

大型車 591 190 781 

小型車 18,303 144 18,447 

合  計 18,894 334 19,228 

No.3 

大型車 723 106 829 

小型車 18,045 80 18,125 

合  計 18,768 186 18,954 

No.4 

大型車 277 11 288 

小型車 12,180 8 12,188 

合  計 12,457 19 12,476 

No.5 

大型車 410 0 410 

小型車 5,488 0 5,488 

合  計 5,898 0 5,898 

No.6 

大型車 484 95 579 

小型車 6,660 72 6,732 

合  計 7,144 167 7,311 

No.7 

大型車 457 106 563 

小型車 5,946 80 6,026 

合  計 6,403 186 6,589 
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(3) 予測・評価 

工事中及び供用時において、以下に示す騒音による影響が考えられるため、その影響の

程度について予測及び評価を行う。 

・建設機械の稼働に伴う騒音 

・工事用車両の走行に伴う騒音 

・設備機器の稼働に伴う騒音 

・施設関連車両の走行に伴う騒音 

 

ア 建設機械の稼働に伴う騒音 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、建設機械の稼働に伴う騒音レベルとした。 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし、敷地境界から約 100ｍの範囲とし

た。 

予測高さは地上 1.2ｍとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、建設機械の 1 ヶ月あたりの稼働が最大（建設機械の騒音のパワーレベル

のデシベル合成値が最大）となる時期（工事着手後 7,9 ヶ月目：仮設工事、杭工事）を

対象とした（予測時期設定の詳細は、資料編 p.資 3-9～10参照）。 

 

d. 予測方法 

(a) 予測手順 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測フローは、図 8.2-2に示すとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図8.2-2 建設機械の稼働に伴う騒音の予測フロー 

施工計画

建設機械の稼働状況

（種類、台数、配置）

建設機械の音響ﾊﾟﾜｰﾚﾍﾞﾙ

予測計算（距離減衰式）

建設機械ごとの騒音レベル

予測地点

回折による補正

複数音源の合成

予測地点における建設作業騒音レベル
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(3) 予測・評価 

工事中及び供用時において、以下に示す騒音による影響が考えられるため、その影響の

程度について予測及び評価を行う。 

・建設機械の稼働に伴う騒音 

・工事用車両の走行に伴う騒音 

・設備機器の稼働に伴う騒音 

・施設関連車両の走行に伴う騒音 

 

ア 建設機械の稼働に伴う騒音 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、建設機械の稼働に伴う騒音レベルとした。 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし、敷地境界から約 100ｍの範囲とし

た。 

予測高さは地上 1.2ｍとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、建設機械の 1 ヶ月あたりの稼働が最大（建設機械の騒音のパワーレベル

のデシベル合成値が最大）となる時期（工事着手後 7 ヶ月目：仮設工事、杭工事、改修

工事(低層棟)）を対象とした（予測時期設定の詳細は、資料編 p.資 3-9～10参照）。 

 

d. 予測方法 

(a) 予測手順 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測フローは、図 8.2-2に示すとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図8.2-2 建設機械の稼働に伴う騒音の予測フロー 

施工計画

建設機械の稼働状況

（種類、台数、配置）

建設機械の音響ﾊﾟﾜｰﾚﾍﾞﾙ

予測計算（距離減衰式）

建設機械ごとの騒音レベル

予測地点

回折による補正

複数音源の合成

予測地点における建設作業騒音レベル
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e. 予測条件 

(a) 建設機械の種類、パワーレベル及び稼働台数 

予測時期（工事着手後 7,9 ヶ月目）における建設機械の種類、パワーレベル及び稼働

台数は、表 8.2-10に示すとおりである。 

 

表8.2-10 建設機械の種類、パワーレベル及び稼働台数 

建設機械 規格 
パワーレベル（デ

シベル） 
稼働台数 

バックホウ 0.1～1.6m3 106 3 

ラフタークレーン 20～100t 107 2 

発電機 125kVA 102 2 

全旋回掘削機 20 型～30 型 107 2 

杭施工機 80t 107 2 

クローラークレーン 80～120t 107 2 

コンクリートポンプ車 4～10t 107 1 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 107 1 

合計(台/日) － － 15 

出典：「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」(平成13年4月、国土交通省告示第487号) 

 
(b) 建設機械の位置 

予測時期（工事着手後 7,9 ヶ月目）における建設機械の位置は、図 8.2-3 に示すとお

りとした。 

 

(c) 仮囲い 

仮囲いは敷地外周の南東側（県道 51号側）及び南西側（UR側）には高さ 3.0ｍの防音

パネル、敷地外周の北東側（立体駐車場側）、北西側（グリーンホール側）には、高さ

1.8ｍの防音シートを設置する。仮囲いの位置は、図 8.2-3に示すとおりである。 
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e. 予測条件 

(a) 建設機械の種類、パワーレベル及び稼働台数 

予測時期（工事着手後 7 ヶ月目）における建設機械の種類、パワーレベル及び稼働台

数は、表 8.2-10 に示すとおりである。 

 

表8.2-10 建設機械の種類、パワーレベル及び稼働台数 

建設機械 規格 
パワーレベル（デ

シベル） 
稼働台数 

バックホウ 0.1～1.6m3 106 6 

ラフタークレーン 20～100t 107 2 

発電機 125kVA 102 2 

全旋回掘削機 20 型～30 型 107 3 

杭施工機 80t 107 1 

クローラークレーン 80～120t 107 4 

タワークレーン 480t 107 2 

コンクリートポンプ車 4～10t 107 1 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 107 2 

合計(台/日) － － 23 

出典：「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」(平成13年4月、国土交通省告示第487号) 

 
(b) 建設機械の位置 

予測時期（工事着手後 7 ヶ月目）における建設機械の位置は、図 8.2-3 に示すとおり

とした。 

 

(c) 仮囲い 

仮囲いは敷地外周の南東側（県道 51号側）及び南西側（UR側）には高さ 3.0ｍの防音

パネル、敷地外周の北東側（立体駐車場側）、北西側（グリーンホール側）には、高さ

1.8ｍの防音シートを設置する。仮囲いの位置は、図 8.2-3に示すとおりである。 
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f. 予測結果 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果は、表 8.2-11及び図 8.2-4に示すとおり、最大

値は対象事業実施区域北西側敷地境界付近の 70 デシベルであり、環境保全目標（85 デ

シベル以下）を満足すると予測する。 

 

表8.2-11 建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果 

項目 予測時期 予測結果（LA5）の最大値 環境保全目標 

建設作業騒音 工事着手後 7,9 ヶ月目 70 デシベル 85 デシベル以下 

 

② 環境保全のための措置 

本事業の工事においては、建設機械の稼働に伴う騒音による影響の低減を図るために、

以下に示す環境保全のための措置を講じる。 

・建設機械については、可能な限り低騒音型を使用する。 

・敷地外周には高さ 1.8ｍの布製仮囲い及び高さ 3.0ｍの鋼製仮囲いを設置する。 

・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイドリングストップ、

負荷の少ない運転を徹底する。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止すること

により、騒音の増加を抑制する。 

 

③ 評 価 

建設機械の稼働に伴う騒音レベルは、対象事業実施区域北西側敷地境界付近で最大 70

デシベルであり、環境保全目標（85デシベル以下）を満足すると予測した。 

本事業の工事においては、建設機械について可能な限り低騒音型を使用するなどの環境

保全のための措置を講じる。 

以上のことから、本事業の工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音は、対象事業実施区域

周辺の生活環境の保全に支障はないと評価する。 
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f. 予測結果 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果は、表 8.2-11及び図 8.2-4に示すとおり、最大

値は対象事業実施区域北西側敷地境界付近の 72 デシベルであり、環境保全目標（85 デ

シベル以下）を満足すると予測する。 

 

表8.2-11 建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果 

項目 予測時期 予測結果（LA5）の最大値 環境保全目標 

建設作業騒音 工事着手後 7 ヶ月目 72 デシベル 85 デシベル以下 

 

② 環境保全のための措置 

本事業の工事においては、建設機械の稼働に伴う騒音による影響の低減を図るために、

以下に示す環境保全のための措置を講じる。 

・建設機械については、可能な限り低騒音型を使用する。 

・敷地外周には高さ 1.8ｍの布製仮囲い及び高さ 3.0ｍの鋼製仮囲いを設置する。 

・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、待機中のアイドリングストップ、

負荷の少ない運転を徹底する。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止すること

により、騒音の増加を抑制する。 

 

③ 評 価 

建設機械の稼働に伴う騒音レベルは、対象事業実施区域北西側敷地境界付近で最大 72

デシベルであり、環境保全目標（85デシベル以下）を満足すると予測した。 

本事業の工事においては、建設機械について可能な限り低騒音型を使用するなどの環境

保全のための措置を講じる。 

以上のことから、本事業の工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音は、対象事業実施区域

周辺の生活環境の保全に支障はないと評価する。 
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イ 工事用車両の走行に伴う騒音 

① 予 測 

a. 予測項目 
予測項目は、工事用車両の走行に伴う騒音レベルとした。 

 
b. 予測地域・予測地点 

予測地域は工事用車両の走行ルート沿道とした。 

予測地点は、図 8.2-5 に示すとおり、工事用車両の走行ルートである 6 地点とし、道

路端から 100ｍの範囲とした。 

予測高さは地上 1.2ｍとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後

28～32 ヶ月目）を対象とした。 
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イ 工事用車両の走行に伴う騒音 

① 予 測 

a. 予測項目 
予測項目は、工事用車両の走行に伴う騒音レベルとした。 

 
b. 予測地域・予測地点 

予測地域は工事用車両の走行ルート沿道とした。 

予測地点は、図 8.2-5 に示すとおり、工事用車両の走行ルートである 6 地点とし、道

路端から 100ｍの範囲とした。 

予測高さは地上 1.2ｍとした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後

26～28 ヶ月目）を対象とした。 
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e. 予測条件 

(a) 交通条件 

ア. 工事中交通量 

予測時期（工事着手後 28～32ヶ月目）における工事中交通量は、表 8.2-12に示すと

おりである。 

工事中一般交通量は、道路交通センサス調査における県道 51 号町田厚木線の交通量

が横ばい傾向にあることから、現況交通量（資料編 p.2-11～22参照）とした。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した（詳

細は、資料編 p.資 2-36～38参照）。 

工事用車両台数は、大型車台数が最大となる工事着手後 28～32 ヶ月目のピーク日台

数を設定した。 

 

表8.2-12 工事中交通量（断面交通量；工事着手後28～32ヶ月目） 

予測地点 車種分類 

工事中一般交通量 

（台/16時間） 

工事用車両台数 

（台/16時間） 

工事中交通量 

（台/16時間） 

A B A+B 

No.2 

大型車 538 190 728 

小型車 16,436 144 16,580 

合  計 16,974 334 17,308 

No.3 

大型車 669 106 775 

小型車 16,321 80 16,401 

合  計 16,990 186 17,176 

No.4 

大型車 257 11 268 

小型車 10,786 8 10,794 

合  計 11,043 19 11,062 

No.5 

大型車 389 0 389 

小型車 5,127 0 5,127 

合  計 5,516 0 5,516 

No.6 

大型車 456 95 551 

小型車 6,070 72 6,142 

合  計 6,526 167 6,693 

No.7 

大型車 430 106 536 

小型車 5,505 80 5,585 

合  計 5,935 186 6,121 

注：交通量は、工事用車両の走行時間帯（7～19時）を含む昼間16時間（6～22時）の交通量である。 

 

イ. 走行速度 

予測地点における走行速度は、制限速度である 40km/時と設定した。 
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e. 予測条件 

(a) 交通条件 

ア. 工事中交通量 

予測時期（工事着手後 26～28ヶ月目）における工事中交通量は、表 8.2-12に示すと

おりである。 

工事中一般交通量は、道路交通センサス調査における県道 51 号町田厚木線の交通量

が横ばい傾向にあることから、現況交通量（資料編 p.2-11～22参照）とした。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した（詳

細は、資料編 p.資 2-36～38参照）。 

工事用車両台数は、大型車台数が最大となる工事着手後 26～28 ヶ月目のピーク日台

数を設定した。 

 

表8.2-12 工事中交通量（断面交通量；工事着手後26～28ヶ月目） 

予測地点 車種分類 

工事中一般交通量 

（台/16時間） 

工事用車両台数 

（台/16時間） 

工事中交通量 

（台/16時間） 

A B A+B 

No.2 

大型車 538 190 728 

小型車 16,436 144 16,580 

合  計 16,974 334 17,308 

No.3 

大型車 669 106 775 

小型車 16,321 80 16,401 

合  計 16,990 186 17,176 

No.4 

大型車 257 11 268 

小型車 10,786 8 10,794 

合  計 11,043 19 11,062 

No.5 

大型車 389 0 389 

小型車 5,127 0 5,127 

合  計 5,516 0 5,516 

No.6 

大型車 456 95 551 

小型車 6,070 72 6,142 

合  計 6,526 167 6,693 

No.7 

大型車 430 106 536 

小型車 5,505 80 5,585 

合  計 5,935 186 6,121 

注：交通量は、工事用車両の走行時間帯（7～19時）を含む昼間16時間（6～22時）の交通量である。 

 

イ. 走行速度 

予測地点における走行速度は、制限速度である 40km/時と設定した。 
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(2) 環境保全目標 

環境保全目標は、周辺地域における振動の現況を踏まえ、建設機械の稼働は「規制基準

を超えないこと」と設定し、工事用車両の走行及び施設関連車両の走行は「要請限度を超

えないこと」と設定した。具体的な数値目標は、表 8.3-9に示すとおり設定した。 

 

表8.3-9 振動に係る環境保全目標 

項目 
環境保全目標 

設定方法 具体的な数値目標等 

工 

事 

中 

建設機械の稼働に伴

う振動 

規制基準を超えないこ

と 
敷地境界において 75 デシベル以下 

工事用車両の走行に

伴う振動 

要請限度を超えないこ

と 

No.2、5：昼間（8～19 時）65デシベル以下 

No.3、4、6、7：昼間（8～19 時）70 デシベル以下 

供 

用 

時 

施設関連車両の走行

に伴う振動 

要請限度を超えないこ

と 

No.2、5：昼間（8～19 時）65デシベル以下 

     夜間（19～8時）60デシベル以下 

No.3、4、6、7：昼間（8～19 時）70 デシベル以下 

        夜間（19～8時）65デシベル以下 

 

(3) 予測・評価 

工事中及び供用時において、以下に示す振動による影響が考えられるため、その影響の

程度について予測及び評価を行う。 

・建設機械の稼働に伴う振動 

・工事用車両の走行に伴う振動 

・施設関連車両の走行に伴う振動 

 

ア 建設機械の稼働に伴う振動 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、建設機械の稼働に伴う振動レベルとした。 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし、敷地境界から約 100ｍの範囲とし

た。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、建設機械の 1 ヶ月あたりの稼働が最大（建設機械の振動レベルのデシベ

ル合成値が最大）となる時期（工事着手後 7,9 ヶ月目：仮設工事、杭工事）を対象とし

た（予測時期設定の詳細は、資料編 p.資 4-12～13参照）。 
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(2) 環境保全目標 

環境保全目標は、周辺地域における振動の現況を踏まえ、建設機械の稼働は「規制基準

を超えないこと」と設定し、工事用車両の走行及び施設関連車両の走行は「要請限度を超

えないこと」と設定した。具体的な数値目標は、表 8.3-9に示すとおり設定した。 

 

表8.3-9 振動に係る環境保全目標 

項目 
環境保全目標 

設定方法 具体的な数値目標等 

工 

事 

中 

建設機械の稼働に伴

う振動 

規制基準を超えないこ

と 
敷地境界において 75 デシベル以下 

工事用車両の走行に

伴う振動 

要請限度を超えないこ

と 

No.2、5：昼間（8～19 時）65デシベル以下 

No.3、4、6、7：昼間（8～19 時）70 デシベル以下 

供 

用 

時 

施設関連車両の走行

に伴う振動 

要請限度を超えないこ

と 

No.2、5：昼間（8～19 時）65デシベル以下 

     夜間（19～8時）60デシベル以下 

No.3、4、6、7：昼間（8～19 時）70 デシベル以下 

        夜間（19～8時）65デシベル以下 

 

(3) 予測・評価 

工事中及び供用時において、以下に示す振動による影響が考えられるため、その影響の

程度について予測及び評価を行う。 

・建設機械の稼働に伴う振動 

・工事用車両の走行に伴う振動 

・施設関連車両の走行に伴う振動 

 

ア 建設機械の稼働に伴う振動 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、建設機械の稼働に伴う振動レベルとした。 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし、敷地境界から約 100ｍの範囲とし

た。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、建設機械の 1 ヶ月あたりの稼働が最大（建設機械の振動レベルのデシベ

ル合成値が最大）となる時期（工事着手後 7ヶ月目：仮設工事、杭工事、改修工事(低層

棟)）を対象とした（予測時期設定の詳細は、資料編 p.資 4-12～13参照）。 
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e. 予測条件 

(a) 建設機械の種類、振動レベル及び稼働台数 

予測時期（工事着手後 7,9 ヶ月目）における建設機械の種類、振動レベル及び稼働台

数は、表 8.3-10 に示すとおりである。 

 

表8.3-10 建設機械の種類、振動レベル及び稼働台数 

建設機械 規格 稼働台数 
基準点（5ｍ）における 
振動レベル（デシベル） 

バックホウ 0.1～1.6m3 3 61 

ラフタークレーン 20～100t 2 42 

発電機 125kVA 2 65 

全旋回掘削機 20 型～30 型 2 63 

杭施工機 80t 2 63 

クローラークレーン 80～120t 2 42 

コンクリートポンプ車 4～10t 1 49 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 1 46 

合計(台/日) － 15 － 

 

(b) 建設機械の位置 

予測時期（工事着手後 7,9ヶ月目）における建設機械の位置は、図 8.2-3（p.318）に

示したとおりである。 

 

f. 予測結果 

建設機械の稼働に伴う振動の予測結果は、表 8.3-11及び図 8.3-3に示すとおり、最大

値は対象事業実施区域南東側敷地境界付近の 61 デシベルであり、環境保全目標（75 デ

シベル以下）を満足すると予測する。 

 

表8.3-11 建設機械の稼働に伴う振動の予測結果 

項目 予測時期 予測結果（L10）の最大値 環境保全目標 

建設作業振動 工事着手後 7,9 ヶ月目 61 デシベル 75 デシベル以下 
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e. 予測条件 

(a) 建設機械の種類、振動レベル及び稼働台数 

予測時期（工事着手後 7 ヶ月目）における建設機械の種類、振動レベル及び稼働台数

は、表 8.3-10に示すとおりである。 

 

表8.3-10 建設機械の種類、振動レベル及び稼働台数 

建設機械 規格 稼働台数 
基準点（5ｍ）における 
振動レベル（デシベル） 

バックホウ 0.1～1.6m3 6 61 

ラフタークレーン 20～100t 2 42 

発電機 125kVA 2 65 

全旋回掘削機 20 型～30 型 3 63 

杭施工機 80t 1 63 

クローラークレーン 80～120t 4 42 

タワークレーン 480t 2 42 

コンクリートポンプ車 4～10t 1 49 

コンクリートミキサー車 2～4.5m3 2 46 

合計(台/日) － 23 － 

 

(b) 建設機械の位置 

予測時期（工事着手後 7ヶ月目）における建設機械の位置は、図 8.2-3（p.318）に示

したとおりである。 

 

f. 予測結果 

建設機械の稼働に伴う振動の予測結果は、表 8.3-11及び図 8.3-3に示すとおり、最大

値は対象事業実施区域南東側敷地境界付近の 62 デシベルであり、環境保全目標（75 デ

シベル以下）を満足すると予測する。 

 

表8.3-11 建設機械の稼働に伴う振動の予測結果 

項目 予測時期 予測結果（L10）の最大値 環境保全目標 

建設作業振動 工事着手後 7 ヶ月目 62 デシベル 75 デシベル以下 

 
 







【評価書 p.361】 

132 

② 環境保全のための措置 

本事業の工事においては、建設機械の稼働に伴う振動による影響の低減を図るために、

以下に示す環境保全のための措置を講じる。 

・建設機械については、可能な限り低振動型を使用する。 

・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、負荷の少ない運転を徹底する。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止すること

により、振動の増加を抑制する。 

 
③ 評 価 

建設機械の稼働に伴う振動レベルは、対象事業実施区域南東側敷地境界で最大 61 デシ

ベルであり、環境保全目標（75 デシベル以下）を満足すると予測した。 

本事業の工事においては、建設機械について可能な限り低振動型を使用するなどの環境

保全のための措置を講じる。 

以上のことから、本事業の工事に伴う建設機械の稼働に伴う振動は、対象事業実施区域

周辺の生活環境の保全に支障はないと評価する。 

 

イ 工事用車両の走行に伴う振動 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、工事用車両の走行に伴う振動レベルとした。 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は工事用車両の走行ルート沿道とした。 

予測地点は、図 8.2-5（p.322）に示したとおり、騒音と同様に工事用車両の走行ルー

トである 6地点とし、道路端から 100ｍの範囲とした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後

28～32 ヶ月目）を対象とした。 

また、午前 7 時台は大型車は走行しない計画であることから、予測対象時間帯は 8 時

～19時とした。 
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② 環境保全のための措置 

本事業の工事においては、建設機械の稼働に伴う振動による影響の低減を図るために、

以下に示す環境保全のための措置を講じる。 

・建設機械については、可能な限り低振動型を使用する。 

・建設機械の運転者に対し、適宜運転教育を実施し、負荷の少ない運転を徹底する。 

・適切な施工計画により、建設機械の集中的な稼働を抑制する。 

・定期的な建設機械の整備及び点検を実施し、装置の不具合や高負荷等を防止すること

により、振動の増加を抑制する。 

 
③ 評 価 

建設機械の稼働に伴う振動レベルは、対象事業実施区域南東側敷地境界で最大 62 デシ

ベルであり、環境保全目標（75 デシベル以下）を満足すると予測した。 

本事業の工事においては、建設機械について可能な限り低振動型を使用するなどの環境

保全のための措置を講じる。 

以上のことから、本事業の工事に伴う建設機械の稼働に伴う振動は、対象事業実施区域

周辺の生活環境の保全に支障はないと評価する。 

 

イ 工事用車両の走行に伴う振動 

① 予 測 

a. 予測項目 

予測項目は、工事用車両の走行に伴う振動レベルとした。 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地域は工事用車両の走行ルート沿道とした。 

予測地点は、図 8.2-5（p.322）に示したとおり、騒音と同様に工事用車両の走行ルー

トである 6地点とし、道路端から 100ｍの範囲とした。 

 

c. 予測時期 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後

26～28 ヶ月目）を対象とした。 

また、午前 7 時台は大型車は走行しない計画であることから、予測対象時間帯は 8 時

～19時とした。 

 
 
 
 



【評価書 p.364】 

134 

e. 予測条件 

(a) 交通条件 

ア. 工事中交通量 

予測時期（工事着手後 28～32ヶ月目）における工事中交通量は、表 8.3-12に示すと

おりである。 

工事中一般交通量は、道路交通センサス調査における県道 51 号町田厚木線の交通量

が横ばい傾向にあることから、現況交通量（資料編 p.2-11～22参照）とした。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した（詳

細は、資料編 p.資 2-36～38参照）。 

工事用車両台数は、大型車台数が最大となる工事着手後 28～32 ヶ月目のピーク日台

数を設定した。 

 

表8.3-12 工事中交通量（断面交通量；工事着手後28～32ヶ月目） 

予測地点 車種分類 

工事中一般交通量 

（台/11時間） 

工事用車両台数 

（台/11時間） 

工事中交通量 

（台/11時間） 

A B A+B 

No.2 

大型車 412 190 602 

小型車 12,352 72 12,424 

合  計 12,764 262 13,026 

No.3 

大型車 494 106 600 

小型車 11,949 80 12,029 

合  計 12,443 186 12,629 

No.4 

大型車 184 11 195 

小型車 7,870 0 7,870 

合  計 8,054 11 8,065 

No.5 

大型車 284 0 284 

小型車 3,567 0 3,567 

合  計 3,851 0 3,851 

No.6 

大型車 331 95 426 

小型車 4,311 0 4,311 

合  計 4,642 95 4,737 

No.7 

大型車 323 106 429 

小型車 4,119 8 4,127 

合  計 4,442 114 4,556 

注：交通量は、工事用車両の走行時間帯（8～19時）の交通量である。 

 
イ. 走行速度 

予測地点における走行速度は、制限速度である 40km/時と設定した。 

 

ウ. 道路断面及び基準点の位置 

予測地点の道路断面及び振動予測の基準点の位置は、図 8.3-5 に示すとおりである。

基準点は、最外側車線の中心から 5ｍの位置とした。 
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e. 予測条件 

(a) 交通条件 

ア. 工事中交通量 

予測時期（工事着手後 26～28ヶ月目）における工事中交通量は、表 8.3-12に示すと

おりである。 

工事中一般交通量は、道路交通センサス調査における県道 51 号町田厚木線の交通量

が横ばい傾向にあることから、現況交通量（資料編 p.2-11～22参照）とした。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した（詳

細は、資料編 p.資 2-36～38参照）。 

工事用車両台数は、大型車台数が最大となる工事着手後 26～28 ヶ月目のピーク日台

数を設定した。 

 

表8.3-12 工事中交通量（断面交通量；工事着手後26～28ヶ月目） 

予測地点 車種分類 

工事中一般交通量 

（台/11時間） 

工事用車両台数 

（台/11時間） 

工事中交通量 

（台/11時間） 

A B A+B 

No.2 

大型車 412 190 602 

小型車 12,352 72 12,424 

合  計 12,764 262 13,026 

No.3 

大型車 494 106 600 

小型車 11,949 80 12,029 

合  計 12,443 186 12,629 

No.4 

大型車 184 11 195 

小型車 7,870 0 7,870 

合  計 8,054 11 8,065 

No.5 

大型車 284 0 284 

小型車 3,567 0 3,567 

合  計 3,851 0 3,851 

No.6 

大型車 331 95 426 

小型車 4,311 0 4,311 

合  計 4,642 95 4,737 

No.7 

大型車 323 106 429 

小型車 4,119 8 4,127 

合  計 4,442 114 4,556 

注：交通量は、工事用車両の走行時間帯（8～19時）の交通量である。 

 
イ. 走行速度 

予測地点における走行速度は、制限速度である 40km/時と設定した。 

 

ウ. 道路断面及び基準点の位置 

予測地点の道路断面及び振動予測の基準点の位置は、図 8.3-5 に示すとおりである。

基準点は、最外側車線の中心から 5ｍの位置とした。 
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(2) 環境保全目標 

環境保全目標は、生活環境の保全に支障がないことと設定した。具体的には交差点需要

率は「限界需要率（交差点処理能力の上限）」、交通混雑度は「円滑な交通処理が可能と

判断される混雑度 1.0」を環境保全目標として設定した。 

 

(3) 予測・評価 

① 予 測 

a. 予測項目 

工事用車両及び施設関連車両の走行に伴う周辺地域の道路への影響を把握するため、 

以下に示す項目について予測した。 

・工事用車両の走行に伴う交通混雑（交差点需要率、交通混雑度）への影響 

・供用時の施設関連車両の走行に伴う交通混雑（交差点需要率、交通混雑度）への影響 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地点は、現況調査の自動車交通量調査地点と同様の 7 地点とした。（図 8.12-1 参

照） 

なお、交差点需要率及び交通混雑度の検証は、現況交通量が多く、対象事業実施区域

至近である交差点Ａ及び交差点Ｂの 2地点とした。 

 

c. 予測時期 

(a) 工事用車両の走行に伴う交通混雑 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後

28～32 ヶ月目）とし、予測時間帯は工事用車両が走行する時間帯（7～19時）とした。 

 

(b) 施設関連車両の走行に伴う交通混雑 

供用時の施設関連車両については、施設関連車両の走行が通常の状態に達した時期と

した。 
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(2) 環境保全目標 

環境保全目標は、生活環境の保全に支障がないことと設定した。具体的には交差点需要

率は「限界需要率（交差点処理能力の上限）」、交通混雑度は「円滑な交通処理が可能と

判断される混雑度 1.0」を環境保全目標として設定した。 

 

(3) 予測・評価 

① 予 測 

a. 予測項目 

工事用車両及び施設関連車両の走行に伴う周辺地域の道路への影響を把握するため、 

以下に示す項目について予測した。 

・工事用車両の走行に伴う交通混雑（交差点需要率、交通混雑度）への影響 

・供用時の施設関連車両の走行に伴う交通混雑（交差点需要率、交通混雑度）への影響 

 

b. 予測地域・予測地点 

予測地点は、現況調査の自動車交通量調査地点と同様の 7 地点とした。（図 8.12-1 参

照） 

なお、交差点需要率及び交通混雑度の検証は、現況交通量が多く、対象事業実施区域

至近である交差点Ａ及び交差点Ｂの 2地点とした。 

 

c. 予測時期 

(a) 工事用車両の走行に伴う交通混雑 

予測時期は、工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後

26～28 ヶ月目）とし、予測時間帯は工事用車両が走行する時間帯（7～19時）とした。 

 

(b) 施設関連車両の走行に伴う交通混雑 

供用時の施設関連車両については、施設関連車両の走行が通常の状態に達した時期と

した。 
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d. 予測方法 

予測方法は、「改訂平面交差の計画と設計基礎編第 3版」（2007年 6月、社団法人交通

工学研究会）に示される方法に基づき、予測地点における交差点需要率及び交通混雑度

を算出する方法とした。 

 

e. 予測条件 

(a) 工事用車両の走行に伴う交通混雑 

ア. 工事中一般交通量 

工事中一般交通量は現況交通量とした。 

 

イ. 工事用車両台数 

工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後 28～32 ヶ月

目）において、工事中交通量最大時の時間帯の台数を算出した。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した。 

工事用車両台数は表 8.12-9に示すとおりである。 

 

表 8.12-9 工事用車両台数（工事着手後 28～32ヶ月目） 

区分 工事用車両台数 

大型車 105 台/日・片道 

小型車 80 台/日・片道 

 

ウ. 方面比 

工事用車両の方面比は、表 8.12-10のとおりとした。 

 

表 8.12-10 方面比（工事用車両） 

方面 主要な道路 割合 

町田方面 県道 51 号町田厚木線 90％ 

厚木方面 県道 51 号町田厚木線 10％ 
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d. 予測方法 

予測方法は、「改訂平面交差の計画と設計基礎編第 3版」（2007年 6月、社団法人交通

工学研究会）に示される方法に基づき、予測地点における交差点需要率及び交通混雑度

を算出する方法とした。 

 

e. 予測条件 

(a) 工事用車両の走行に伴う交通混雑 

ア. 工事中一般交通量 

工事中一般交通量は現況交通量とした。 

 

イ. 工事用車両台数 

工事用車両（大型車）の 1 日あたりの台数が最大となる月（工事着手後 26～28 ヶ月

目）において、工事中交通量最大時の時間帯の台数を算出した。 

工事中交通量は、工事中一般交通量に本事業の工事用車両台数を加えて算出した。 

工事用車両台数は表 8.12-9に示すとおりである。 

 

表 8.12-9 工事用車両台数（工事着手後 26～28ヶ月目） 

区分 工事用車両台数 

大型車 105 台/日・片道 

小型車 80 台/日・片道 

 

ウ. 方面比 

工事用車両の方面比は、表 8.12-10のとおりとした。 

 

表 8.12-10 方面比（工事用車両） 

方面 主要な道路 割合 

町田方面 県道 51 号町田厚木線 90％ 

厚木方面 県道 51 号町田厚木線 10％ 

 



【評価書資料編 p.資 2-23】 

 

140 

資料２－４ 建設機械の稼働に伴う大気質濃度の予測 

(1)予測時期 

建設機械の稼働に伴う大気質の予測時期は、表 2.3-1及び表 2.3-2に示すとおりである。 

長期将来濃度予測では、建設機械の 1 年間累積の汚染物質排出量が最大となる時期（工事

着手後 3～14ヶ月目）を対象とした。 
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資料２－４ 建設機械の稼働に伴う大気質濃度の予測 

(1)予測時期 

建設機械の稼働に伴う大気質の予測時期は、表 2.3-1及び表 2.3-2に示すとおりである。 

長期将来濃度予測では、建設機械の 1 年間累積の汚染物質排出量が最大となる時期（工事

着手後 1～12ヶ月目）を対象とした。 

 

 ※表 2.3-1～2.3-2の赤字は評価書よりも台数・排出量の増を示し、青字は台数・排出量の減を

示す。 
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表
2
.
3-
2
 
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
大
気
質
の
予
測
時
期
（
浮
遊
粒
子
状
物
質
）
 





【評価書資料編 p.資 3-9】 
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資料３－２ 建設機械の稼働に伴う騒音の予測 

(1)予測時期 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測時期は、表 3.2-1に示すとおりである。 

最も騒音の影響が大きくなる時期（工事着手後 7,9ヶ月目）を対象とした。 

 

 

 

 

 

 

  



【評価書資料編 p.資 3-9 変更後】 
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資料３－２ 建設機械の稼働に伴う騒音の予測 

(1)予測時期 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測時期は、表 3.2-1に示すとおりである。 

最も騒音の影響が大きくなる時期（工事着手後 7ヶ月目）を対象とした。 

 

 ※表 3.2-2の赤字は評価書よりも台数・騒音レベルの増を示し、青字は台数・騒音レベルの減

を示す。 

 

 

 

 



【評価書資料編 p.資 3-10】 
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資料４－３ 建設機械の稼働に伴う振動の予測 

(1)予測時期 

建設機械の稼働に伴う振動の予測時期は、表 4.3-1に示すとおりである。 

最も振動の影響が大きくなる時期（工事着手後 7,9ヶ月目）を対象とした。 

 

 

 

 

  



【評価書資料編 p.資 4-12 変更後】 
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資料４－３ 建設機械の稼働に伴う振動の予測 

(1)予測時期 

建設機械の稼働に伴う振動の予測時期は、表 4.3-1に示すとおりである。 

最も振動の影響が大きくなる時期（工事着手後 7ヶ月目）を対象とした。 

 

 ※表 4.3-1の赤字は評価書よりも台数・振動レベルの増を示し、青字は台数・振動レベルの減

を示す。 

 

 

 



【評価書資料編 p.資 4-13】 
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